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５月12日㈪
役場本庁舎が新施設に移転します

課の配置
・くらし安全課
・産業観光課
・地域みらい課
・理財課
・総務課
・生涯学習課
・みさき共創室
・教育総務課
・議会事務局
設備
・会議室（２部屋）
・議場

課の配置
・会計課
・こども笑顔課
・健康推進課
・福祉しあわせ課
・住民生活課
・保険年金課
・税務課
・上下水道課
・建設課
設備
・会議室（３部屋）
・宿直室（夜間・閉庁日の窓口）
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　令和７年４月に新設した福祉しあわせ課内に、重層支援センターを開設しました。福祉関係の困
りごとで、関係各所がスムーズに連携できるようにサポートする役割などを担っています。

　困ったことがあれば、まずは身近な窓口に相談してください。
また、必要な支援が届いていない人に支援を届けるため、支援機
関なども訪問を通じて継続的に支援を行っていきます。

福祉関係の困りごとで、関係各所の連携をサポート福祉関係の困りごとで、関係各所の連携をサポート

重層支援センターを開設しました重層支援センターを開設しました

関係各所が
連携・協働して支援

重層支援
センターが
サポート

何が変わるの？
必要な支援が届いていない人に支援を届け
るため、支援機関などの側からアプローチ
して支援を行います。

支援機関などが分野を超えて連携・協働
　近年の複雑化した生活課題は、介護、育児、
就労、生活困窮などの複数の分野にまたがる
「複合化」と、雇用形態やライフスタイルの変
化に伴う「多様化」が進行しています。これら
の課題はひとつを抱え込むことで他の生活課題
へと連鎖することもあり、家族や地域が抱える
他の課題とお互いに影響し合っている可能性が
あります。たとえば、ひきこもり、介護と育児
のダブルケア、ヤングケアラーなどが挙げられ
ます。
　課題を抱える人や家族に対する支援を、さま
ざまな分野から切れ目なく行うため、関係各所
がスムーズに連携できるように重層支援セン
ターがサポートします。

複雑化・複合化、制度のはざまなど
の課題を想定してこなかった

複雑化・複合化、制度のはざまなどの多様な課題に
対応していく
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地域の話題や身近な情報をお寄せください。　みさき共創室　☎０８６８（６６）１６６０　蕭０８６８（６６）２０３８ みさきレポート

左
さ

子
こ

絢
あや

士
と

さん（藤原）自衛隊に入隊
　入隊激励会が美咲町役場で開かれました。
左子さんは「日本は災害が多く、不安を抱え
ている方が多くいる。その気持ちを少しでも

取り除けるよう
に頑張りたい」
と力強く決意を
表明しました。
（２月21日）

晴れの国岡山農業協同組合から寄付
「交通事故防止に役立てて」
　カーブミラーや交通安全雨傘、ランドセル

カバーなどの交通安
全啓発品を寄付いた
だきました。安心安全
なまちづくりのために
活用させていただきま
す。（１月15日）

美咲中央小学校　生活リズム向上の取り組みで
最優秀賞受賞
　県が行う「ぱっちり！モグモグ」生活リズム向上優
良活動表彰で最優秀賞を受賞しました。家庭時間とメ
ディアの時間の目標を決め、がんばりカードに取り組
んだり、全校遊びやミニマラソンなど体力作りの活動
を進めたりと、学校と家庭が連携した取り組みが、他
の学校などにも知ってもらいたい特にすばらしい取り
組みであると評価されました。（表彰式：２月18日）

「柵原学園CM」完成披露
　柵原学園７年生（現８年生）が「柵原ドリーム学」
で地域課題解決への取り組みを進め、学校を広報する
３分間の動画を制作しました。学校の設備や、地域の
人も学校を使用できる公共性、楽しい学校生活などを
紹介しています。動画撮影・編集などに協力いただい
たのは、北和気地区で活動する中国学園大学の佐々木
教授と学生。完成したＣＭは、参観日に学校を訪れた
保護者らに向けて披露されました。（２月18日）

美咲町男女共同参画講座
「メンズクッキング」恵方巻づくりに挑戦！
　節分の日に生涯学習センターで、講師の白川好里さ
ん（地域おこし協力隊）と発酵食品を使った恵方巻づ
くりに挑戦しました。普段あまり使うことのないテン
ペの照り焼きや手作りツナを詰め込んでオリジナル恵
方巻を完成させました。おいしく恵方巻を食べた後に
は、豆まきで参加者同士の交流も楽しみながら、１年
間の福を招きました。（２月２日）

プロバスケットボールチーム
トライフープ岡山の公式戦に無料招待
　津山総合体育館で開催された公式戦に美咲町・久米
南町民が無料招待され、間近で展開される攻防戦に熱
いエールを送りました。来場者数は約900人。特別協賛
には町内企業22社が名を連ね、ハーフタイムには美咲
ももたろうクラブのダンスチームが出演しました。ト
ライフープ岡山の中島聡代表取締役は「スポーツでし
か味わえない高揚感を感じてほしい。一緒に岡山を盛
り上げていきましょう」と語りました。（３月１日）

▲自信作の恵方巻をガブリ。とてもおいしそうです

▲動画はインターネット上でも公開しています

▲表彰式の後、マスコットキャラクターと一緒に記念撮影

▲美咲町の子どもたち21人がエスコートキッズ
を務めました

100歳おめでとうございます！

山
やま

田
だ

芳
よし

江
え

さん（錦織） 畝
う ね

本
も と

とりゑ
え

さん（安井） 森
もり

岡
おか

弘
ひろ

子
こ

さん（錦織）

　大正14年２月にお生まれ
になりました。冬は手芸
や毛糸の編み物、夏は花の
手入れを毎日され、日々の
生活を楽しまれています。
長寿の秘けつは「何でも食
べ、自分で動くこと」だそ
うです。

　大正14年２月にお生まれ
になりました。孫やひ孫を
大切にされていて、みんな
おばあちゃんが大好き。長
寿の秘けつは「よく歩いて
いたこと、小さいことにも
幸せを感じ『ありがとう』
『うれしい』と言葉にして
いたこと」だそうです。

　大正14年１月にお生まれ
になりました。趣味で短歌
や俳句を楽しまれ、「さく
らのうた」にも出品し大賞
や入選もよくされていまし
た。長寿の秘けつは「好き
嫌いなく何でも食べること
や、若いときから運動をし
ていたこと」だそうです。

西川駐在所・秋
あき

山
やま

照
てる

光
みつ

巡査部長　
いつも旭地域の見守りをありがとうございます
　長年にわたり地域の安全に貢献した警察官を表彰す
る「岡山県民の警察官」に、西川駐在所の秋山照光巡
査部長が選ばれたことを祝う会が開かれました。秋山
巡査部長は防犯・交通安全の啓発に加え、妻の照子さ
んと二人三脚で子どもたちの登下校の見守りなどの活
動を続けられています。旭地域の関係団体が発起人と
なって開いた会では、地域の人から感謝の気持ちが伝
えられました。（２月20日）

▲旭町民センターを会場に約40人が集まりました
　（前列中央が秋山巡査部長、照子さん）

4



地域の話題や身近な情報をお寄せください。　みさき共創室　☎０８６８（６６）１６６０　蕭０８６８（６６）２０３８ みさきレポート
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▲旭町民センターを会場に約40人が集まりました
　（前列中央が秋山巡査部長、照子さん）

5

個人情報保護のため、
ホームページ上では掲載しておりません。



いつでもどこでも窓口いつでもどこでも窓口

問住民生活課　☎０８６８（６６）１１１４　　蕭０８６８（６６）１１６１

令和７年５月26日㈪から

本籍地から順次通知が
届きます

デジタルを
もっと
便利に！

令和７年４月１日㈫から開始！

～来庁しなくてもアプリを使って申請ができます～
たとえば…
●住民票の写し　●特殊詐欺等被害防止電話補助金
●戸籍　　　　　●防犯灯設置補助金
●各種税証明　　　など　

まずは専用アプリをインストール
①アプリをインストール後、必要な書類を添付して申請
　※申請を確認し、内容に不備がある場合は不受理となります。
②申請にかかる手数料が通知され、電子決済後に申請を
受理

③申請された書類が郵送で届く

申請できる項目は随時追加していきます！
ぜひご活用ください！！

オンライン申請用アプリ

申請用アプリはご使用の端末により
異なるのでどちらかをインストール

▼

問 くらし安全課
　 ☎０８６８（６６）１１１２
　 蕭０８６８（６６）３０８１ ▲くらし安全課HPiPhone用 Android用
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7

元気もりもり、みんなで健康 問 健康推進課
　 ☎０８６８（６６）１１９５

集団健(検）診調査票の回収方法が変わります

帯状疱疹ワクチン定期接種のお知らせ
　美咲町では、令和５年10月より、50歳以上の人が任意で帯状疱疹ワクチン接種をし
た場合、接種費用の半額を助成しています。【上限：生水痘ワクチン（ビケン）4,000円、
帯状疱疹ワクチン（シングリックス）１回11,000円】
　令和７年４月１日㈫から、この対象者のうち次の人については、町が実施する定期
接種の対象となります。定期接種の対象者には、準備が整い次第個別に通知します。

（１）対　象　者　　・65歳の人
　　　　　　　　　　・60歳～65歳未満でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の
　　　　　　　　　　　障害を有する者として厚生労働省で定める人
　　　　　　　　　　・65歳を超える人
　　　　　　　　　　　 （70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳）
　　　　　　　　　　　 ※令和７年度のみ101歳以上の人、全員が対象
　　　　　　　　　　　 ※定期接種の対象者が、既に一部の接種を任意接種と
　　　　　　　　　　　　 して行った場合は、残りの接種を定期接種とします。
（２）事業開始日　　令和７年４月１日㈫

（３）接 種 場 所　　岡山県相互乗り入れ医療機関

（４）助 成 金 額　　① 生水痘ワクチン（ビケン）　１回接種
　　　　　　　　　　　自己負担額　4,000円
　　　　　　　　　　② 帯状疱疹ワクチン（シングリックス） ２回接種　
　　　　　　　　　　　自己負担額　１回11,000円
　　　　　　　　　　　(注) 助成は、いずれか一方のワクチン。
　　　　　　　　　　　①については１回、②については２回限りとします。
（５）助 成 方 法　　医療機関で自己負担額支払い

　接種を受けるかどうかは、接種対象者の希望と医師の判断となりますので、その効
果や副反応など十分に理解したうえで、接種の判断をしてください。

お手数をおかけしますが、ご協力をお願いします。

５月２日㈮  締め切り
調査票はご記入後、返信用封筒に入れて郵送でご返送ください。

　４月中旬頃より愛育委員が集団健(検)診の調査票を各家庭に配布します。
昨年までは調査票の回収も愛育委員が行っていましたが、今年からは返信用
封筒（水色の封筒）を同封していますので調査票をご記入後、封筒に入れて
　　　　　　　ポストへ投函してください。
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一般会計
歳出総額
112億

5,457万円

公債費
11億3,148万円
10.0%
災害復旧費
1,950万円
0.2%

教育費
8億4,528万円
7.5%

消防費
3億3,416万円
3.0%

土木費
10億7,694万円
9.6%

農林水産業費
12億8,779万円
11.4%

衛生費
10億284万円
8.9%

民生費
32億2,689万円
28.7%

総務費
20億7,864万円
18.5%

議会費
9,611万円
0.8%

その他
1億5,494万円
1.4%
※その他の中には、
　労働費、商工費、予備費が含まれています。

一般会計
歳入総額
112億

5,457万円

町債
7億9,860万円
7.1%

自主財

源
合
計依
存
財
源
合
計
80億5,606万円（71.6%

）

31億9,851万円（28.4%）

県支出金
7億1,059万円
6.3%

国庫支出金
9億539万円
8.0%

地方消費税交付金
3億2,133万円
2.9%

その他②
9,890万円
0.9%

地方譲与税
2億2,125万円
2.0%

地方交付税
50億円
44.4%

繰入金
6億2,296万円
5.5%

分担金および負担金
4億2,480万円
3.8%

諸収入
2億522万円
1.8%
使用料および手数料
6,996万円
0.6%

その他①
2億4,531万円
2.2%

町税
16億3,026万円
14.5%

※その他②には、
　法人事業税交付金、環境性能割交付金、ゴルフ場利用税交付金、
　地方特例交付金、利子割交付金、交通安全対策特別交付金、
　配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金が含まれています。

※その他①には、
　財産収入・寄付金・
　繰越金が含まれて
　います。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
、
前
年

度
比
26
億
５
，
１
４
７
万
円

（
19
・
１
％
）
減
の
１
１
２
億
５
，

４
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

１
６
１
億
５
，
８
７
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
前
年
度

１
８
９
億
１
，７
６
９
万
円
）

　
令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
物
価
高
や
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
加
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
公
債
費
※
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
限
ら
れ
た
財
源
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
た
め
に
、
資
源
配
分
の
最
適
化
や
歳
出
抑
制
に
係
る

特
段
の
取
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
歳
入
で
は
例
年
以
上
に
特
定
財
源
の
確
保
や
基

金
の
活
用
に
よ
り
財
源
確
保
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
歳
出
で
は
、

既
存
事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
を
取
捨

選
択
す
る
「
選
択
と
集
中
」
を

し
た
予
算
配
分
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は

前
年
度
比
19
・
1
％
減

厳
し
い
財
政
状
況

109.9

（年度）

115.2
120.3

150
140
130
120
110
100
90

一般会計当初予算の推移（単位：億円）

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

146.9
139.1

Ｒ6

112.6

Ｒ7

　水道事業は令和２年度から、下水道事業は令和６年度から公営企業会計方式（複式簿記）で経理を
しています。一般会計からの基準外繰入（財源不足を補うもの）は、水道1億4,002万円、下水道8,325万円
を行うなど、依然として厳しい財政状況です。下表で示す、収益的収支とは、事業の経営活動に伴い発生
するすべての収支のことで、資本的収支とは、経営活動に対して行う建設改良費や企業債償還元金など
の収支のことです。

令和７年度公営企業会計（上下水道事業会計）予算の概要

（１万円未満は四捨五入）

収入合計 支出合計 不足額

水道事業会計 収益的収支 5億7,271万円 6億4,083万円 不足額　6,812万円
資本的収支 1億2,594万円 2億5,932万円 不足額　1億3,338万円

下水道事業会計 収益的収支 5億7,841万円 5億9,297万円 不足額　1,456万円
資本的収支 8,473万円 3億3,255万円 不足額　2億4,782万円

※公債費…主に、町債（町の借金）の返済金のこと。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

※端数処理（四捨五入）に
より合計が一致しない
場合があります

問　理財課 ☎ ０８６８（６６）１６１０
　　　　　 　 ０８６８（６６）２０３８

予
算
予
算

美
咲
町

美
咲
町
のの
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一般会計
歳出総額
112億

5,457万円

公債費
11億3,148万円
10.0%
災害復旧費
1,950万円
0.2%

教育費
8億4,528万円
7.5%

消防費
3億3,416万円
3.0%

土木費
10億7,694万円
9.6%

農林水産業費
12億8,779万円
11.4%

衛生費
10億284万円
8.9%
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32億2,689万円
28.7%

総務費
20億7,864万円
18.5%

議会費
9,611万円
0.8%

その他
1億5,494万円
1.4%
※その他の中には、
　労働費、商工費、予備費が含まれています。

一般会計
歳入総額
112億

5,457万円

町債
7億9,860万円
7.1%

自主財

源
合
計依
存
財
源
合
計
80億5,606万円（71.6%

）

31億9,851万円（28.4%）

県支出金
7億1,059万円
6.3%

国庫支出金
9億539万円
8.0%

地方消費税交付金
3億2,133万円
2.9%

その他②
9,890万円
0.9%

地方譲与税
2億2,125万円
2.0%

地方交付税
50億円
44.4%

繰入金
6億2,296万円
5.5%

分担金および負担金
4億2,480万円
3.8%

諸収入
2億522万円
1.8%
使用料および手数料
6,996万円
0.6%

その他①
2億4,531万円
2.2%

町税
16億3,026万円
14.5%

※その他②には、
　法人事業税交付金、環境性能割交付金、ゴルフ場利用税交付金、
　地方特例交付金、利子割交付金、交通安全対策特別交付金、
　配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金が含まれています。

※その他①には、
　財産収入・寄付金・
　繰越金が含まれて
　います。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
、
前
年

度
比
26
億
５
，
１
４
７
万
円

（
19
・
１
％
）
減
の
１
１
２
億
５
，

４
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

１
６
１
億
５
，
８
７
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
前
年
度

１
８
９
億
１
，７
６
９
万
円
）

　
令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
物
価
高
や
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
加
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
公
債
費
※
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
限
ら
れ
た
財
源
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
た
め
に
、
資
源
配
分
の
最
適
化
や
歳
出
抑
制
に
係
る

特
段
の
取
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
歳
入
で
は
例
年
以
上
に
特
定
財
源
の
確
保
や
基

金
の
活
用
に
よ
り
財
源
確
保
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
歳
出
で
は
、

既
存
事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
を
取
捨

選
択
す
る
「
選
択
と
集
中
」
を

し
た
予
算
配
分
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は

前
年
度
比
19
・
1
％
減

厳
し
い
財
政
状
況

109.9

（年度）

115.2
120.3

150
140
130
120
110
100
90

一般会計当初予算の推移（単位：億円）

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

146.9
139.1

Ｒ6

112.6

Ｒ7

　水道事業は令和２年度から、下水道事業は令和６年度から公営企業会計方式（複式簿記）で経理を
しています。一般会計からの基準外繰入（財源不足を補うもの）は、水道1億4,002万円、下水道8,325万円
を行うなど、依然として厳しい財政状況です。下表で示す、収益的収支とは、事業の経営活動に伴い発生
するすべての収支のことで、資本的収支とは、経営活動に対して行う建設改良費や企業債償還元金など
の収支のことです。

令和７年度公営企業会計（上下水道事業会計）予算の概要

（１万円未満は四捨五入）

収入合計 支出合計 不足額

水道事業会計 収益的収支 5億7,271万円 6億4,083万円 不足額　6,812万円
資本的収支 1億2,594万円 2億5,932万円 不足額　1億3,338万円

下水道事業会計 収益的収支 5億7,841万円 5億9,297万円 不足額　1,456万円
資本的収支 8,473万円 3億3,255万円 不足額　2億4,782万円

※公債費…主に、町債（町の借金）の返済金のこと。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

※端数処理（四捨五入）に
より合計が一致しない
場合があります

問　理財課 ☎ ０８６８（６６）１６１０
　　　　　 　 ０８６８（６６）２０３８

予
算
予
算

美
咲
町

美
咲
町
のの

　

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
質
や
量
を
保
っ

た
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
給
食
費

の
上
乗
せ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
進
学
期
を
迎
え
る
費
用
負

担
が
増
え
る
中
学
校
３
年
生
（
義
務
教

育
学
校
９
年
生
）
に
対
し
て
、
追
加
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ

く
給
食
費
の
額
は
、
従
来
ど
お
り
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

【
補
助
内
容
】

　
・
小
学
校
課
程
　

　
　
…
１
食
当
た
り
53
円
の
上
乗
せ

　
・
中
学
校
課
程
　

　
　
…
１
食
当
た
り
68
円
の
上
乗
せ

　
・
中
学
３
年
生（
義
務
教
育
学
校
９
年
生
）

　
　
…
１
食
当
た
り
60
円
の
補
助

※
60
円
の
補
助
は
対
象
の
保
護
者
へ
返
還

し
ま
す
の
で
、
い
っ
た
ん
給
食
費
は
収

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
校
給
食
の
支
援

物価高騰に対する支援

◆
事
業
費
　
１
，
０
０
７
万
円

問 

教
育
総
務
課

　
各
家
庭
・
事
業
所
の
水
道
基
本
料
金

を
町
が
３
カ
月
分
負
担
し
ま
す
。
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
金
額
・
期
間
】

　
・
１
カ
月
当
た
り

　
　
…
１
，
６
５
０
円

　
・
実
施
期
間

　
　
…
令
和
７
年
７
月
〜
９
月
請
求
分

　
　
　
　
　   

（
６
月
〜
８
月
使
用
分
）

水
道
基
本
料
金
を

３
カ
月
間
無
料
に

◆
事
業
費
　
３
，
０
０
０
万
円

問 

上
下
水
道
課

　
「
美
咲
町
障
害
者
等
支
援
事
業
」

「
特
定
疾
患
等
通
院
交
通
費
給
付
事

業
」
の
令
和
６
年
度
受
給
者
に
追
加
補

助
を
行
い
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

※
申
請
に
関
す
る
詳
細
は
次
の
記
事
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
補
助
内
容
】

　
・
13
ペ
ー
ジ

　
「
【
今
回
限
り
】
令
和
６
年
度
中
に
タ

ク
シ
ー
券
・
給
油
券
の
交
付
を
受
け

た
人
へ
の
追
加
補
助
」

　
・
15
ペ
ー
ジ

　
「
【
今
回
限
り
】
人
工
透
析
や
難
病
の

通
院
治
療
が
必
要
な
人
へ
交
通
費
の

追
加
補
助
」

交
通
費
の
支
援

◆
事
業
費
　
１
０
２
万
円

問 

福
祉
し
あ
わ
せ
課

　
高
齢
者
、
障
害
者
、
障
害
児
、
児
童

福
祉
の
各
施
設
に
支
援
金
を
交
付
し
ま

す
。
対
象
事
業
所
に
は
個
別
に
案
内
し

ま
す
。
今
後
も
社
会
福
祉
施
設
・
事
業

所
が
、
安
定
、
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し
て
い

け
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

【
施
設
ご
と
の
単
価
】

　
・
通
所
・
訪
問
…
１
施
設
５
万
円

　
・
入
所
…
定
員
×
７
０
０
円
×
12
カ
月

社
会
福
祉
施
設
の
運
営
支
援

◆
事
業
費
　
７
１
４
万
円

問 

保
険
年
金
課
　
　
　

　 

福
祉
し
あ
わ
せ
課

　 

こ
ど
も
笑
顔
課

問 

産
業
観
光
課

　
物
価
高
騰
が
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
、
町
内
に
あ
る
構
成
員
30
人
以

上
の
農
産
物
直
売
所
に
対
し
て
、
１
施

設
あ
た
り
20
万
円
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
施
設
に
は
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

農
産
物
直
売
所
の
支
援

◆
事
業
費
　
80
万
円

　電力・ガス・食料品などの価格
高騰の影響を受けた生活者や事業
者を支援するために設けられた、
国の「物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金」を活用して次の
事業を行います。
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　町
　
　長

青
野

　高
陽

　副
町
長

忠
政

　堅
之

　教
育
長

藤
原

　敬
三

　政
策
推
進
監

山
本

　達
也

　兼
教
育
次
長

　農
林
政
策
監

有
元

　寿
登

総
務
課

　課
　
　長

平

　
　一
範

　副
課
長

松
岡

　睦
子
◎

　課
長
代
理

梶
尾

　大
輔
◎

　副
参
事

三
舩

　彰
文

　主
　
　査

山
岡

　史
和

　主
　
　査

杉
原

　佑
季

　主
　
　査

牧

　
　晃
正

　上
席
主
事

菅
原

　雅
代

　管
理
支
援
員

森
谷

　正
裕

　事
務
補
佐
員

森

　
　聡
子
◇

　運
転
員

竹
谷

　正
史
◇

　用
務
員

金
谷

　拓
海
◇

　用
務
員

西
元

　啓
悟
◇

　宿
日
直
専
門
員
川
島

　孝
之
◇

　宿
日
直
専
門
員
佐
々
部
孝
則
◇

　宿
日
直
専
門
員
富
田

　精
一
◇

　宿
日
直
専
門
員
藪
木

　浩
二
◇

み
さ
き
共
創
室

　室
　
　長

山
本

　政
巳
◎

　室
長
代
理

田
村

　和
子

　副
参
事

葛
原

　佳
史

　主
　
　査

石
戸

　祐
美

理
財
課

　課
　
　長

前
田

　有
輝

　副
課
長

山
下

　勇
人

　課
長
代
理

大
西

　隆
一

　副
参
事

重
松

　
　聡

　上
席
主
事

安
藤

　裕
司

　栄
養
士

中
原

　倫
子

　栄
養
士

篠
井
知
栄
美

　保
健
師

相
澤

　麗
奈

　保
健
師

黒
澤

　美
優

　保
健
師

劒
持

　彩
花

　保
健
師

山
﨑
わ
か
な
☆

　事
務
補
佐
員

谷
口

　加
純
◇

福
祉
し
あ
わ
せ
課

（
重
層
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　課
　
　長

草
地

　博
幸

　セ
ン
タ
ー
長

門
乢

　美
穂

　課
長
代
理

頃
安

　英
生

　副
参
事

日
垣

　信
和

　副
参
事

中
谷

　公
一

　副
参
事

小
田

　優
美
◎

　主
　
　査

田
口

　優
人

　上
席
技
師

山
本

　実
奈

　上
席
主
事

小
坂
田
晏
敬

　技
　
　師

山
本
祐
二
朗

　技
　
　師

永
井

　利
奈
☆

　就労
支
援
専
門
員

菅
田

　
　勉
◇

　家
計
相
談
員

谷
元
理
恵
子
◇

こ
ど
も
笑
顔
課

　課
　
　長

須
々
木
珠
己

　課
長
代
理

丸
山

　知
子
◎

　副
参
事

大
﨏

　順
子

　主
　
　事

山
本
明
日
美

　主
　
　事

草
野

　友
希

　主
　
　事

磯
山
奈
津
穂
☆

　事
務
補
佐
員

谷
口

　陽
子
◇

上
下
水
道
課

　課
　
　長

牧
野

　英
一

　課
長
代
理

藤
山

　喬
士
◎

　副
参
事

赤
木

　郁
貞

　副
参
事

岡
本

　幸
之

　副
参
事

甲
本

　真
弓

　主
　
　査

池
上

　幸
志

　主
　
　査

井
伊

　将
之

　上
席
主
事

森

　
　夏
子

　主
　
　事

中
村

　泰
河

　主
　
　事

櫻
井

　珠
梨

地
域
み
ら
い
課

　課
　
　長

光
嶋

　寛
昌

　課
長
代
理

森
岡

　和
男

　副
参
事

宗
近

　由
利
◎

　副
参
事

難
波

　重
信

　上
席
主
事

綱
澤

　み
わ

　主
　
　事

本
田

　和
子

　主
　
　事

藤
江

　祥
真
☆

　地域
づ
く
り
推
進
員

鈴
鹿

　
　滋
◇

　空家
対
策
推
進
員

芦
田

　良
子
◇

　空家
対
策
推
進
員

古
林

　雅
章
◇

く
ら
し
安
全
課

　課
　
　長

水
島

　寛
之

　課
長
代
理

河
村
由
起
子

　副
参
事

筒
淵

　博
勝

　副
参
事

前
原

　浩
志

　副
参
事

西
村

　良
太

　主
　
　査

塚
木

　朋
実

　上
席
主
事

門
村

　達
紀

　主

　事

石
原

　考
鴻

　主

　事

川
越

　智
加

　主

　事

岡
本

　真
汰
☆

　映
像
編
集
員

山
本

　浩
古
◇

　事
務
補
佐
員

藤
井

　裕
美
◇

税
務
課

　課
　
　長

立
石

　克
之

　課
長
代
理

小
室

　
　淳

　副
参
事

林
田

　英
二

　主
　
　査

岡
本

　貴
光

　上
席
主
事

有
岡

　麻
衣

　上
席
主
事

井
頭

　朗
子

　主

　事

見
手
倉
祥
生

　主

　事

石
坂

　琉
依

　主

　事

山
本

　里
香
☆

　事
務
補
佐
員

髙
田
美
智
子
◇

　公営
企
業
支
援
員

原

　
　慎
二

　事
務
補
佐
員

川
端

　弘
子
◇

産
業
観
光
課

　課
　
　長

米
本

　和
正

　農
林
政
策
監

有
元

　寿
登

　副
課
長

岩
谷

　保
廣

　課
長
代
理

赤
木

　信
哉

　副
参
事

井
上

　尚
樹

　副
参
事

穐
山

　政
三

　主
　
　査

林
田

　祐
樹

　主
　
　査

杉
山

　慶
介

　上
席
主
事

岡
本

　拓
哉

　上
席
主
事

赤
堀

　裕
樹

　主

　事

上
田

　翔
太

　主

　事

山
田
信
太
郎
☆

　事
務
補
佐
員

大
西

　正
和
◇

建
設
課

　課
　
　長

林
田

　達
男

　副
課
長

中
村

　信
也

　課
長
代
理

延
原

　勝
巳

　課
長
代
理

門
乢

　紀
雄

　副
参
事

車
田

　浩
司

　主
　
　査

鳥
越

　裕
貴

　主
　
　査

野
崎

　洋
平

　上
席
技
師

村
上

　真
未

　再
任
用
主
査

池
上

　享
宏

　事
務
補
佐
員

澁
谷

　勝
也
◇

　事
務
補
佐
員

西
野

　嘉
憲
◇

会
計
課

　課
　
　長

池
上

　久
子

　課
長
代
理

二
宮

　一
頼

　事
務
補
佐
員

小
川

　美
加
◇

議
会
事
務
局

　局
　
　長

河
村

　順
二

　主

　事

西
野

　嘉
将

　事
務
補
佐
員

池
上

　
　恵
◇

住
民
生
活
課

　課
　
　長

篠
原

　
　恵

　課
長
代
理

本
田

　圭
子

　副
参
事

結
石

　麻
里

　副
参
事

黒
瀬

　国
之

　主
　
　査

光
岡
い
ず
み

　上
席
主
事

冨
井

　秋
里

　主

　事

鷲
田

　奈
美

　主
　
　事

小
原

　祐
人

　事
務
補
佐
員

志
茂

　美
香
◇

　事
務
補
佐
員

髙
橋

　企
江
◇

　事
務
補
佐
員

山
本
志
保
子
◇

保
険
年
金
課

　

　課
　
　長

牧
野

　雅
明

　課
長
代
理

家
元

　裕
一

　副
参
事

赤
木

　洋
美

　副
参
事

谷
口

　浩
之

　副
参
事

中
岡

　
　進

　副
参
事

本
田

　健
治

　副
参
事

松
岡

　京
子
◎

　主
　
　査

高
山

　尚
子

　主

　事

加
藤

　右
晏

　事
務
補
佐
員

本
松
美
和
子
◇

　事
務
補
佐
員

松
岡
ゆ
か
り
◇

　事
務
補
佐
員

村
上

　孝
介
◇

　介護
認
定
調
査
員

小
林

　園
惠
◇

　介護
認
定
調
査
員

坂
本

　妙
子
◇

　介護
認
定
調
査
員

西
坂

　康
代
◇

　介護
認
定
調
査
員

服
部

　玉
江
◇

健
康
推
進
課

　課
　
　長

貝
阿
彌
美
和

　副
課
長

髙
山

　洋
子

　課
長
代
理

梶
尾

　尚
子

　副
参
事

福
田

　幸
子

　副
参
事

川
島

　美
紀

　主
　
　査

浦
上

　智
子

　主
　
　査

原

　
　由
佳

　上
席
技
師

小
西

　良
佳

　上
席
栄
養
士

秋
平
小
也
香

本
　
　
　庁

新しい職員配置をお知らせします

中
央
か
め
っ
こ
保
育
園

　園
　
　長

清
水
千
代
美

　副
園
長

岩
本

　桜
子

　園
長
代
理

秋
元

　洋
子
◎

　副
参
事

西
村

　妙
子

　副
参
事

山
本

　佳
代

　副
参
事

横
部

　裕
子
◎

　副
参
事

石
戸

　尚
恵
◎

　主
　
　査

梶
谷

　真
紀

　主
　
　査

森
本

　圭
子

　主
　
　査

森
定

　克
樹

　上
席
保
育
士

難
波

　和
里

　上
席
保
育
士

森
田

　
　遥

　上
席
保
育
士

坂
元

　美
月

　上
席
栄
養
士

門
田
華
奈
子

　上
席
保
育
士

西
田

　彩
夏

　上
席
保
育
士

稲
谷

　歩
美

　保
育
士

竹
中

　華
純

　保
育
士

中
村

　華
恋

　保
育
士

岡
田

　茉
依

　管
理
調
理
師

窪
木

　り
え

　保
育
士

赤
松

　美
里
◇

　保
育
士

石
原

　千
惠
◇

　保
育
士

氏
平

　有
紀
◇

　保
育
士

内
海

　誉
子
◇

　保
育
士

北
橋
千
恵
美
◇

　保
育
士

高
林

　
　廉
◇

　保
育
士

竹
内

　理
紗
◇

　保
育
士

田
村

　友
鹿
◇

　保
育
士

中
村
あ
か
り
◇

　保
育
士

中
村

　由
香
◇

　保
育
士

真
木

　裕
子
◇

　栄
養
士

清
水

　眞
弓
◇

　調
理
師

芦
田
八
千
代
◇

　調
理
師

岩
佐

　晴
恵
◇

　調
理
師

見
手
倉
直
子
◇

　調
理
師

森
本

　美
佳
◇

　調
理
補
助
員

谷

　
　智
美
◇

旭
保
育
園

　園
　
　長

西
村

　知
香

　園
長
代
理

福
本

　
　亮

保
育
園

　副
参
事

野
﨑

　久
子

　主
　
　査

山
西
る
み
こ

　主
　
　査

小
松
原
有
加

　上
席
保
育
士

池
上

　由
香

　保
育
士

伊
狩

　智
子

　保
育
士

赤
松

　
　恵
◇

　保
育
士

磯
山

　千
浪
◇

　保
育
士

山
田

　里
絵
◇

　栄
養
士

岡
田

　琴
音
◇

　調
理
師

花
房

　和
子
◇

　調
理
師

平
田

　紀
香
◇

　調
理
師

福
田

　直
子
◇

柵
原
東
保
育
園

　園
　
　長

大
森
佐
絵
子

　園
長
代
理

川
畑

　友
美

　副
参
事

三
舩

　絵
美

　副
参
事

中
谷

　裕
子

　副
参
事

野
口

　宏
美

　副
参
事

森
里

　紘
二
◎

　主
　
　査

森
田

　
　瞳

　上
席
保
育
士

内
田

　千
景

　上
席
栄
養
士

山
本
早
奈
恵

　保
育
士

大
西

　美
香
◇

　保
育
士

木
下
由
紀
子
◇

　保
育
士

小
林

　文
子
◇

　保
育
士

谷

　
　時
子
◇

　保
育
士

戸
田

　恵
美
◇

　調
理
師

片
山

　実
与
◇

　調
理
師

　廣
野

　陽
子
◇

　調
理
師

　松
岡

　節
子
◇

　保
育
補
助
員

　坂

　
　総
子
◇

柵
原
西
保
育
園

　園
　
　長

平

　
　悦
子
◎

　園
長
代
理

片
山

　慶
子

　副
参
事

沼

　
　友
香

　主
　
　査

下
野

　史
緒

　主
　
　査

北

　
　幸
子

　上
席
保
育
士

杉
山

　心
美

　上
席
保
育
士

赤
木

　良
帆

　保
育
士

難
波

　浩
輝
☆

　保
育
士

石
田
麻
衣
子
◇

　保
育
士

稲
谷
由
紀
子
◇

　保
育
士

岡
本

　瑞
恵
◇

　保
育
士

国
司

　瑞
恵
◇

※氏名の下の◎印は昇任・昇格職員、☆印は新採用職員、◇は会計年度任用職員※福祉しあわせ課を新設し、長寿しあわせ課は保険年金課になりました

加
美
小
学
校

　校
務
員

山
下

　
　茂
◇

美
咲
中
央
小
学
校

　上
席
栄
養
士

池
田
ゆ
き
菜

　校
務
員

國
米

　修
二
◇

　調
理
師

石
原

　直
子
◇

　調
理
師

小
賀
加
奈
子
◇

　調
理
師

谷
本

　真
紀
◇

中
央
中
学
校

　図
書
司
書

髙
畑

　加
奈
◇

　校
務
員

鑓
屋

　三
枝
◇

旭
学
園

　上席
管
理
調
理
師

松
本

　
　睦

　図
書
司
書

伊
藤

　樺
凛
◇

　校
務
員

松
岡

　信
江
◇

　調
理
師

東
條

　暢
恵
◇

　調
理
師

村
上
由
貴
子
◇

柵
原
学
園

　管
理
調
理
師

藤
森

　由
紀

　

　図
書
司
書

森
岡

　幸
子
◇

　校
務
員

松
井

　生
治
◇

　校
務
員

山
本

　育
香
◇

　調
理
師

大
賀
紗
矢
香
◇

　調
理
師

里
谷
亜
由
実
◇

　調
理
師

鈴
鹿
美
保
子
◇

小
中
学
校

　調
理
師

難
波

　幸
恵
◇

　調
理
師

山
本
加
津
子
◇

中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　上
席
調
理
師

西
本

　幸
恵

　調
理
師

池
上
ま
り
子
◇

　調
理
師

下
山

　千
鶴
◇

　調
理
師

森
谷

　勝
代
◇

　調
理
師

若
林

　玲
子
◇

中
央
図
書
館

　図
書
館
司
書

古
玉

　瑞
穂
◇

　図
書
館
司
書

山
本

　佳
苗
◇

旭
図
書
館

　図
書
館
司
書

杉
山

　育
代
◇

　図
書
館
司
書

米
本

　典
子
◇

柵
原
図
書
館

　図
書
館
司
書

德
永

　
　舞
◇

　図
書
館
司
書

長
尾

　敦
子
◇

中
央
児
童
館

　児
童
厚
生
員

谷
口

　素
子
◇

図
書
館

教
育
総
務
課

　課
　
　長

結
石

　貴
志

　参

　事

小
倉

　
　馨

　課
長
代
理

大
﨏

　淳
一

　副
参
事

山
田

　公
子

　副
参
事

豊
岡

　慶
子

　副
参
事

片
山

　晴
生

　主
　
　査

藤
原
さ
や
か

　上
席
主
事

河
内

　美
際

　上
席
技
師

谷

　
　淳
史

　指
導
主
事

加
藤

　善
久
◇

　指
導
主
事

早
瀬

　正
博
◇

生
涯
学
習
課

　課
　
　長

平
賀
慎
一
郎

　課
長
代
理

門
田
美
由
紀

　副
参
事

山
本

　喜
大
◎

　主

　事

藤
井
有
希
恵
☆

　再任
用
上
席
主
事

清
水

　嘉
浩

　社会
教
育
指
導
員

片
山

　一
生
◇

　社会
教
育
指
導
員

御
藤

　博
司
◇

　支
所
長

大
釜

　実
行
◎

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

大
釜

　実
行
◎

　課
長
代
理

赤
木

　靖
江

　副
参
事

大
釡

　仁
士

　副
参
事

山
本

　誠
治

　主
　
　査

今
井

　伸
行

　主
　
　査

中
島

　英
雄

　主
　
　事

大
土
井

　雅

　旭支
所
支
援
員

長
須

　
　琉

　事
務
補
佐
員

難
波
寛
治
郎
◇

　事
務
補
佐
員

田
中

　誉
子
◇

教
育
委
員
会

旭
総
合
支
所

　支
所
長

神
坂

　健
治

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

神
坂

　健
治

　副
課
長

鈴
鹿

　
　彰

　課
長
代
理

福
田

　伸
吾

　課
長
代
理

田
口

　貴
之

　副
参
事

衣
畑

　典
子

　副
参
事

沖
永

　佳
子

　副
参
事

森
淵

　秀
和

　副
参
事

中
村
佐
知
子

　副
参
事

安
藤

　真
澄

　副
参
事

米
本
久
美
子

　主
　
　事

安
東

　夏
羽

　再任
用
上
席
主
事

牧
野

　直
子

　社会
教
育
指
導
員

髙
山

　弘
道
◇

　事
務
補
佐
員

西
原

　
　有
◇

柵
原
総
合
支
所

　児
童
厚
生
員

近
行

　里
英
◇

　児
童
厚
生
員

矢
木

　有
美
◇

柵
原
児
童
館

　児
童
厚
生
員

石
戸

　裕
子
◇

　児
童
厚
生
員

中
川
与
志
江
◇

　児
童
厚
生
員

福
田
三
貴
子
◇

三
保
ふ
れ
あ
い
館

　事
務
補
佐
員

藤
本

　満
春
◇

加
美
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　事
務
補
佐
員

宮
本

　裕
美
◇

中
央
総
合
体
育
館

　事務
及
び
管
理
員

川
島

　美
明
◇

　事務
及
び
管
理
員

澤

　
　
　稔
◇

　事務
及
び
管
理
員

田
口

　俊
二
◇

　事務
及
び
管
理
員

松
田

　章
司
◇

　事務
及
び
管
理
員

宮
本

　香
織
◇

旭
公
民
館

　社会
教
育
指
導
員

横
山
め
ぐ
美
◇

公
民
館

児
童
館

　保
育
士

柴
原

　由
佳
◇

　保
育
士

清
水

　洋
子
◇

　保
育
士

西
村

　彰
桂
◇

　保
育
士

山
本
ゆ
か
り
◇

　栄
養
士

武
川

　圭
子
◇

　調
理
師

岡

　
　千
春
◇

　調
理
師

中
村

　尚
子
◇

　調
理
師

古
井

　京
子
◇

総
務
課
付
（
派
遣
）

〈
岡
山
県
〉

　副
参
事

武
本

　正
洋

　主

　事

荒
田

　大
輔

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　セ
ン
タ
ー
長

村
上

　伸
二

　主
　
　査

柾
岡

　麻
由

〈
吉
井
川
荘
〉

　施
設
支
援
員

志
茂

　孝
典

〈
静
香
園
〉

　副
参
事

福
井

　幸
子

　施
設
支
援
員

笠
矢

　圭
吾

〈
岡
山
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

　技
　
　
　師

嘉
壽

　
　渚

（
３
月
31
日
付
）

※
□
は
４
月
か
ら
再
任
用

 

退
職
者

野
﨑

　久
子
（
中
央
か
め
っ
こ
保
育
園
・
園
長
）
□

池
上

　享
宏
（
建
設
課
・
課
長
代
理
）
□

貝
阿
彌
幸
明
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
副
参
事
）

山
本

　大
輔
（
議
会
事
務
局
・
副
参
事
）

浅
野

　麻
衣
（
旭
保
育
園
・
主
査
）

福
島

　優
実
（
こ
ど
も
笑
顔
課
・
上
席
主
事
）

浦
上

　優
子
（
中
央
か
め
っ
こ
保
育
園
・
管
理
園
務
員
）

10



　町
　
　長

青
野

　高
陽

　副
町
長

忠
政

　堅
之

　教
育
長

藤
原

　敬
三

　政
策
推
進
監

山
本

　達
也

　兼
教
育
次
長

　農
林
政
策
監

有
元

　寿
登

総
務
課

　課
　
　長

平

　
　一
範

　副
課
長

松
岡

　睦
子
◎

　課
長
代
理

梶
尾

　大
輔
◎

　副
参
事

三
舩

　彰
文

　主
　
　査

山
岡

　史
和

　主
　
　査

杉
原

　佑
季

　主
　
　査

牧

　
　晃
正

　上
席
主
事

菅
原

　雅
代

　管
理
支
援
員

森
谷

　正
裕

　事
務
補
佐
員

森

　
　聡
子
◇

　運
転
員

竹
谷

　正
史
◇

　用
務
員

金
谷

　拓
海
◇

　用
務
員

西
元

　啓
悟
◇

　宿
日
直
専
門
員
川
島

　孝
之
◇

　宿
日
直
専
門
員
佐
々
部
孝
則
◇

　宿
日
直
専
門
員
富
田

　精
一
◇

　宿
日
直
専
門
員
藪
木

　浩
二
◇

み
さ
き
共
創
室

　室
　
　長

山
本

　政
巳
◎

　室
長
代
理

田
村

　和
子

　副
参
事

葛
原

　佳
史

　主
　
　査

石
戸

　祐
美

理
財
課

　課
　
　長

前
田

　有
輝

　副
課
長

山
下

　勇
人

　課
長
代
理

大
西

　隆
一

　副
参
事

重
松

　
　聡

　上
席
主
事

安
藤

　裕
司

　栄
養
士

中
原

　倫
子

　栄
養
士

篠
井
知
栄
美

　保
健
師

相
澤

　麗
奈

　保
健
師

黒
澤

　美
優

　保
健
師

劒
持

　彩
花

　保
健
師

山
﨑
わ
か
な
☆

　事
務
補
佐
員

谷
口

　加
純
◇

福
祉
し
あ
わ
せ
課

（
重
層
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　課
　
　長

草
地

　博
幸

　セ
ン
タ
ー
長

門
乢

　美
穂

　課
長
代
理

頃
安

　英
生

　副
参
事

日
垣

　信
和

　副
参
事

中
谷

　公
一

　副
参
事

小
田

　優
美
◎

　主
　
　査

田
口

　優
人

　上
席
技
師

山
本

　実
奈

　上
席
主
事

小
坂
田
晏
敬

　技
　
　師

山
本
祐
二
朗

　技
　
　師

永
井

　利
奈
☆

　就労
支
援
専
門
員

菅
田

　
　勉
◇

　家
計
相
談
員

谷
元
理
恵
子
◇

こ
ど
も
笑
顔
課

　課
　
　長

須
々
木
珠
己

　課
長
代
理

丸
山

　知
子
◎

　副
参
事

大
﨏

　順
子

　主
　
　事

山
本
明
日
美

　主
　
　事

草
野

　友
希

　主
　
　事

磯
山
奈
津
穂
☆

　事
務
補
佐
員

谷
口

　陽
子
◇

上
下
水
道
課

　課
　
　長

牧
野

　英
一

　課
長
代
理

藤
山

　喬
士
◎

　副
参
事

赤
木

　郁
貞

　副
参
事

岡
本

　幸
之

　副
参
事

甲
本

　真
弓

　主
　
　査

池
上

　幸
志

　主
　
　査

井
伊

　将
之

　上
席
主
事

森

　
　夏
子

　主
　
　事

中
村

　泰
河

　主
　
　事

櫻
井

　珠
梨

地
域
み
ら
い
課

　課
　
　長

光
嶋

　寛
昌

　課
長
代
理

森
岡

　和
男

　副
参
事

宗
近

　由
利
◎

　副
参
事

難
波

　重
信

　上
席
主
事

綱
澤

　み
わ

　主
　
　事

本
田

　和
子

　主
　
　事

藤
江

　祥
真
☆

　地域
づ
く
り
推
進
員

鈴
鹿

　
　滋
◇

　空家
対
策
推
進
員

芦
田

　良
子
◇

　空家
対
策
推
進
員

古
林

　雅
章
◇

く
ら
し
安
全
課

　課
　
　長

水
島

　寛
之

　課
長
代
理

河
村
由
起
子

　副
参
事

筒
淵

　博
勝

　副
参
事

前
原

　浩
志

　副
参
事

西
村

　良
太

　主
　
　査

塚
木

　朋
実

　上
席
主
事

門
村

　達
紀

　主

　事

石
原

　考
鴻

　主

　事

川
越

　智
加

　主

　事

岡
本

　真
汰
☆

　映
像
編
集
員

山
本

　浩
古
◇

　事
務
補
佐
員

藤
井

　裕
美
◇

税
務
課

　課
　
　長

立
石

　克
之

　課
長
代
理

小
室

　
　淳

　副
参
事

林
田

　英
二

　主
　
　査

岡
本

　貴
光

　上
席
主
事

有
岡

　麻
衣

　上
席
主
事

井
頭

　朗
子

　主

　事

見
手
倉
祥
生

　主

　事

石
坂

　琉
依

　主

　事

山
本

　里
香
☆

　事
務
補
佐
員

髙
田
美
智
子
◇

　公営
企
業
支
援
員

原

　
　慎
二

　事
務
補
佐
員

川
端

　弘
子
◇

産
業
観
光
課

　課
　
　長

米
本

　和
正

　農
林
政
策
監

有
元

　寿
登

　副
課
長

岩
谷

　保
廣

　課
長
代
理

赤
木

　信
哉

　副
参
事

井
上

　尚
樹

　副
参
事

穐
山

　政
三

　主
　
　査

林
田

　祐
樹

　主
　
　査

杉
山

　慶
介

　上
席
主
事

岡
本

　拓
哉

　上
席
主
事

赤
堀

　裕
樹

　主

　事

上
田

　翔
太

　主

　事

山
田
信
太
郎
☆

　事
務
補
佐
員

大
西

　正
和
◇

建
設
課

　課
　
　長

林
田

　達
男

　副
課
長

中
村

　信
也

　課
長
代
理

延
原

　勝
巳

　課
長
代
理

門
乢

　紀
雄

　副
参
事

車
田

　浩
司

　主
　
　査

鳥
越

　裕
貴

　主
　
　査

野
崎

　洋
平

　上
席
技
師

村
上

　真
未

　再
任
用
主
査

池
上

　享
宏

　事
務
補
佐
員

澁
谷

　勝
也
◇

　事
務
補
佐
員

西
野

　嘉
憲
◇

会
計
課

　課
　
　長

池
上

　久
子

　課
長
代
理

二
宮

　一
頼

　事
務
補
佐
員

小
川

　美
加
◇

議
会
事
務
局

　局
　
　長

河
村

　順
二

　主

　事

西
野

　嘉
将

　事
務
補
佐
員

池
上

　
　恵
◇

住
民
生
活
課

　課
　
　長

篠
原

　
　恵

　課
長
代
理

本
田

　圭
子

　副
参
事

結
石

　麻
里

　副
参
事

黒
瀬

　国
之

　主
　
　査

光
岡
い
ず
み

　上
席
主
事

冨
井

　秋
里

　主

　事

鷲
田

　奈
美

　主
　
　事

小
原

　祐
人

　事
務
補
佐
員

志
茂

　美
香
◇

　事
務
補
佐
員

髙
橋

　企
江
◇

　事
務
補
佐
員

山
本
志
保
子
◇

保
険
年
金
課

　

　課
　
　長

牧
野

　雅
明

　課
長
代
理

家
元

　裕
一

　副
参
事

赤
木

　洋
美

　副
参
事

谷
口

　浩
之

　副
参
事

中
岡

　
　進

　副
参
事

本
田

　健
治

　副
参
事

松
岡

　京
子
◎

　主
　
　査

高
山

　尚
子

　主

　事

加
藤

　右
晏

　事
務
補
佐
員

本
松
美
和
子
◇

　事
務
補
佐
員

松
岡
ゆ
か
り
◇

　事
務
補
佐
員

村
上

　孝
介
◇

　介護
認
定
調
査
員

小
林

　園
惠
◇

　介護
認
定
調
査
員

坂
本

　妙
子
◇

　介護
認
定
調
査
員

西
坂

　康
代
◇

　介護
認
定
調
査
員

服
部

　玉
江
◇

健
康
推
進
課

　課
　
　長

貝
阿
彌
美
和

　副
課
長

髙
山

　洋
子

　課
長
代
理

梶
尾

　尚
子

　副
参
事

福
田

　幸
子

　副
参
事

川
島

　美
紀

　主
　
　査

浦
上

　智
子

　主
　
　査

原

　
　由
佳

　上
席
技
師

小
西

　良
佳

　上
席
栄
養
士

秋
平
小
也
香

本
　
　
　庁

新しい職員配置をお知らせします

中
央
か
め
っ
こ
保
育
園

　園
　
　長

清
水
千
代
美

　副
園
長

岩
本

　桜
子

　園
長
代
理

秋
元

　洋
子
◎

　副
参
事

西
村

　妙
子

　副
参
事

山
本

　佳
代

　副
参
事

横
部

　裕
子
◎

　副
参
事

石
戸

　尚
恵
◎

　主
　
　査

梶
谷

　真
紀

　主
　
　査

森
本

　圭
子

　主
　
　査

森
定

　克
樹

　上
席
保
育
士

難
波

　和
里

　上
席
保
育
士

森
田

　
　遥

　上
席
保
育
士

坂
元

　美
月

　上
席
栄
養
士

門
田
華
奈
子

　上
席
保
育
士

西
田

　彩
夏

　上
席
保
育
士

稲
谷

　歩
美

　保
育
士

竹
中

　華
純

　保
育
士

中
村

　華
恋

　保
育
士

岡
田

　茉
依

　管
理
調
理
師

窪
木

　り
え

　保
育
士

赤
松

　美
里
◇

　保
育
士

石
原

　千
惠
◇

　保
育
士

氏
平

　有
紀
◇

　保
育
士

内
海

　誉
子
◇

　保
育
士

北
橋
千
恵
美
◇

　保
育
士

高
林

　
　廉
◇

　保
育
士

竹
内

　理
紗
◇

　保
育
士

田
村

　友
鹿
◇

　保
育
士

中
村
あ
か
り
◇

　保
育
士

中
村

　由
香
◇

　保
育
士

真
木

　裕
子
◇

　栄
養
士

清
水

　眞
弓
◇

　調
理
師

芦
田
八
千
代
◇

　調
理
師

岩
佐

　晴
恵
◇

　調
理
師

見
手
倉
直
子
◇

　調
理
師

森
本

　美
佳
◇

　調
理
補
助
員

谷

　
　智
美
◇

旭
保
育
園

　園
　
　長

西
村

　知
香

　園
長
代
理

福
本

　
　亮

保
育
園

　副
参
事

野
﨑

　久
子

　主
　
　査

山
西
る
み
こ

　主
　
　査

小
松
原
有
加

　上
席
保
育
士

池
上

　由
香

　保
育
士

伊
狩

　智
子

　保
育
士

赤
松

　
　恵
◇

　保
育
士

磯
山

　千
浪
◇

　保
育
士

山
田

　里
絵
◇

　栄
養
士

岡
田

　琴
音
◇

　調
理
師

花
房

　和
子
◇

　調
理
師

平
田

　紀
香
◇

　調
理
師

福
田

　直
子
◇

柵
原
東
保
育
園

　園
　
　長

大
森
佐
絵
子

　園
長
代
理

川
畑

　友
美

　副
参
事

三
舩

　絵
美

　副
参
事

中
谷

　裕
子

　副
参
事

野
口

　宏
美

　副
参
事

森
里

　紘
二
◎

　主
　
　査

森
田

　
　瞳

　上
席
保
育
士

内
田

　千
景

　上
席
栄
養
士

山
本
早
奈
恵

　保
育
士

大
西

　美
香
◇

　保
育
士

木
下
由
紀
子
◇

　保
育
士

小
林

　文
子
◇

　保
育
士

谷

　
　時
子
◇

　保
育
士

戸
田

　恵
美
◇

　調
理
師

片
山

　実
与
◇

　調
理
師

　廣
野

　陽
子
◇

　調
理
師

　松
岡

　節
子
◇

　保
育
補
助
員

　坂

　
　総
子
◇

柵
原
西
保
育
園

　園
　
　長

平

　
　悦
子
◎

　園
長
代
理

片
山

　慶
子

　副
参
事

沼

　
　友
香

　主
　
　査

下
野

　史
緒

　主
　
　査

北

　
　幸
子

　上
席
保
育
士

杉
山

　心
美

　上
席
保
育
士

赤
木

　良
帆

　保
育
士

難
波

　浩
輝
☆

　保
育
士

石
田
麻
衣
子
◇

　保
育
士

稲
谷
由
紀
子
◇

　保
育
士

岡
本

　瑞
恵
◇

　保
育
士

国
司

　瑞
恵
◇

※氏名の下の◎印は昇任・昇格職員、☆印は新採用職員、◇は会計年度任用職員※福祉しあわせ課を新設し、長寿しあわせ課は保険年金課になりました

加
美
小
学
校

　校
務
員

山
下

　
　茂
◇

美
咲
中
央
小
学
校

　上
席
栄
養
士

池
田
ゆ
き
菜

　校
務
員

國
米

　修
二
◇

　調
理
師

石
原

　直
子
◇

　調
理
師

小
賀
加
奈
子
◇

　調
理
師

谷
本

　真
紀
◇

中
央
中
学
校

　図
書
司
書

髙
畑

　加
奈
◇

　校
務
員

鑓
屋

　三
枝
◇

旭
学
園

　上席
管
理
調
理
師

松
本

　
　睦

　図
書
司
書

伊
藤

　樺
凛
◇

　校
務
員

松
岡

　信
江
◇

　調
理
師

東
條

　暢
恵
◇

　調
理
師

村
上
由
貴
子
◇

柵
原
学
園

　管
理
調
理
師

藤
森

　由
紀

　

　図
書
司
書

森
岡

　幸
子
◇

　校
務
員

松
井

　生
治
◇

　校
務
員

山
本

　育
香
◇

　調
理
師

大
賀
紗
矢
香
◇

　調
理
師

里
谷
亜
由
実
◇

　調
理
師

鈴
鹿
美
保
子
◇

小
中
学
校

　調
理
師

難
波

　幸
恵
◇

　調
理
師

山
本
加
津
子
◇

中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　上
席
調
理
師

西
本

　幸
恵

　調
理
師

池
上
ま
り
子
◇

　調
理
師

下
山

　千
鶴
◇

　調
理
師

森
谷

　勝
代
◇

　調
理
師

若
林

　玲
子
◇

中
央
図
書
館

　図
書
館
司
書

古
玉

　瑞
穂
◇

　図
書
館
司
書

山
本

　佳
苗
◇

旭
図
書
館

　図
書
館
司
書

杉
山

　育
代
◇

　図
書
館
司
書

米
本

　典
子
◇

柵
原
図
書
館

　図
書
館
司
書

德
永

　
　舞
◇

　図
書
館
司
書

長
尾

　敦
子
◇

中
央
児
童
館

　児
童
厚
生
員

谷
口

　素
子
◇

図
書
館

教
育
総
務
課

　課
　
　長

結
石

　貴
志

　参

　事

小
倉

　
　馨

　課
長
代
理

大
﨏

　淳
一

　副
参
事

山
田

　公
子

　副
参
事

豊
岡

　慶
子

　副
参
事

片
山

　晴
生

　主
　
　査

藤
原
さ
や
か

　上
席
主
事

河
内

　美
際

　上
席
技
師

谷

　
　淳
史

　指
導
主
事

加
藤

　善
久
◇

　指
導
主
事

早
瀬

　正
博
◇

生
涯
学
習
課

　課
　
　長

平
賀
慎
一
郎

　課
長
代
理

門
田
美
由
紀

　副
参
事

山
本

　喜
大
◎

　主

　事

藤
井
有
希
恵
☆

　再任
用
上
席
主
事

清
水

　嘉
浩

　社会
教
育
指
導
員

片
山

　一
生
◇

　社会
教
育
指
導
員

御
藤

　博
司
◇

　支
所
長

大
釜

　実
行
◎

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

大
釜

　実
行
◎

　課
長
代
理

赤
木

　靖
江

　副
参
事

大
釡

　仁
士

　副
参
事

山
本

　誠
治

　主
　
　査

今
井

　伸
行

　主
　
　査

中
島

　英
雄

　主
　
　事

大
土
井

　雅

　旭支
所
支
援
員

長
須

　
　琉

　事
務
補
佐
員

難
波
寛
治
郎
◇

　事
務
補
佐
員

田
中

　誉
子
◇

教
育
委
員
会

旭
総
合
支
所

　支
所
長

神
坂

　健
治

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

神
坂

　健
治

　副
課
長

鈴
鹿

　
　彰

　課
長
代
理

福
田

　伸
吾

　課
長
代
理

田
口

　貴
之

　副
参
事

衣
畑

　典
子

　副
参
事

沖
永

　佳
子

　副
参
事

森
淵

　秀
和

　副
参
事

中
村
佐
知
子

　副
参
事

安
藤

　真
澄

　副
参
事

米
本
久
美
子

　主
　
　事

安
東

　夏
羽

　再任
用
上
席
主
事

牧
野

　直
子

　社会
教
育
指
導
員

髙
山

　弘
道
◇

　事
務
補
佐
員

西
原

　
　有
◇

柵
原
総
合
支
所

　児
童
厚
生
員

近
行

　里
英
◇

　児
童
厚
生
員

矢
木

　有
美
◇

柵
原
児
童
館

　児
童
厚
生
員

石
戸

　裕
子
◇

　児
童
厚
生
員

中
川
与
志
江
◇

　児
童
厚
生
員

福
田
三
貴
子
◇

三
保
ふ
れ
あ
い
館

　事
務
補
佐
員

藤
本

　満
春
◇

加
美
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　事
務
補
佐
員

宮
本

　裕
美
◇

中
央
総
合
体
育
館

　事務
及
び
管
理
員

川
島

　美
明
◇

　事務
及
び
管
理
員

澤

　
　
　稔
◇

　事務
及
び
管
理
員

田
口

　俊
二
◇

　事務
及
び
管
理
員

松
田

　章
司
◇

　事務
及
び
管
理
員

宮
本

　香
織
◇

旭
公
民
館

　社会
教
育
指
導
員

横
山
め
ぐ
美
◇

公
民
館

児
童
館

　保
育
士

柴
原

　由
佳
◇

　保
育
士

清
水

　洋
子
◇

　保
育
士

西
村

　彰
桂
◇

　保
育
士

山
本
ゆ
か
り
◇

　栄
養
士

武
川

　圭
子
◇

　調
理
師

岡

　
　千
春
◇

　調
理
師

中
村

　尚
子
◇

　調
理
師

古
井

　京
子
◇

総
務
課
付
（
派
遣
）

〈
岡
山
県
〉

　副
参
事

武
本

　正
洋

　主

　事

荒
田

　大
輔

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　セ
ン
タ
ー
長

村
上

　伸
二

　主
　
　査

柾
岡

　麻
由

〈
吉
井
川
荘
〉

　施
設
支
援
員

志
茂

　孝
典

〈
静
香
園
〉

　副
参
事

福
井

　幸
子

　施
設
支
援
員

笠
矢

　圭
吾

〈
岡
山
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

　技
　
　
　師

嘉
壽

　
　渚

（
３
月
31
日
付
）

※
□
は
４
月
か
ら
再
任
用

 

退
職
者

野
﨑

　久
子
（
中
央
か
め
っ
こ
保
育
園
・
園
長
）
□

池
上

　享
宏
（
建
設
課
・
課
長
代
理
）
□

貝
阿
彌
幸
明
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
副
参
事
）

山
本

　大
輔
（
議
会
事
務
局
・
副
参
事
）

浅
野

　麻
衣
（
旭
保
育
園
・
主
査
）

福
島

　優
実
（
こ
ど
も
笑
顔
課
・
上
席
主
事
）

浦
上

　優
子
（
中
央
か
め
っ
こ
保
育
園
・
管
理
園
務
員
）
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

重
度
障
害
の
あ
る
人
へ

タ
ク
シ
ー
券
や
給
油
券
を
支
給

「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
所
有
者
へ

６
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー
券
交
付

【
今
回
限
り
】

令
和
６
年
度
中
に

タ
ク
シ
ー
券
・
給
油
券
の
交
付
を

受
け
た
人
へ
の
追
加
補
助

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
タ
ク
シ
ー
券

（
１
万
２
千
円
分
）ま
た
は
給
油
券（
６
千

円
分
）
ど
ち
ら
か
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
対
　
象

①
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
人

③
在
宅
の
人

【
問
い
合
わ
せ
】
く
ら
し
安
全
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
２

5
０
８
６
８
（
６
６
）
３
０
８
１

　「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
申

請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理
申
請
も
で

き
ま
す
。

■
対
　
象

　
町
内
に
住
ん
で
い
て
、「
お
か
や
ま
愛

カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い
る
人

■
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
と
は

　
運
転
免
許
証
を
警
察
署
に
自
主
返
納
し

た
65
歳
以
上
の
人
に
、
岡
山
県
警
か
ら
発

行
さ
れ
る
カ
ー
ド

■
申
請
窓
口

　
く
ら
し
安
全
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
燃
料
の
価
格
高
騰
を
受
け
、
対
象
者
へ

交
通
費
の
追
加
補
助
を
行
い
ま
す
。（
今

回
限
り
）

■
対
　
象

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
の
間
に
タ
ク
シ
ー
券
・
給
油
券
の

交
付
を
受
け
た
人

※
対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
６
千
円
（
１
回
限
り
）

■
申
請
期
限

　
６
月
30
日
㈪

申
請・手
続
き

　下水道を使用している家庭に「下水道使用者
人数の調べ」を５月中に郵送します。調査表に
記されている人数と、実際に使用している人数
が異なる場合は、必ず提出してください。（調
査表の人数と同じ場合は提出の必要はありませ
ん）
◎下水道使用料
　基本料金（１世帯（戸））　　1,650円
　世帯員数１人当たり　　　　　 550円
◆提出・問　上下水道課・柵原地域振興課

　金額はあくまで参考額なので、当事者間で協
議をお願いします。機械はすべて持ち込みとし
ます。
■一般労務賃金（田植え補助作業など）
　１時間当たり　1,200円
■耕耘作業
▷荒起し　10アール当たり　１万円
▷中びき　10アール当たり　８千円
▷代かき　10アール当たり　９千円
■田植え
　(苗の購入と運搬を委託者で行った場合)
　10アール当たり　８千円

　
４
月
13
日
㈰
は
美
咲
町
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
最
も
身
近
な
選
挙
で

す
。
皆
さ
ん
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

※
候
補
者
数
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合

は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
。

美
咲
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　美咲町の下水道区域外では、汚水をきれいに
して周辺環境を守るため、合併処理浄化槽を設
置する人に補助金を交付しています。令和７年度の補助金基数は15基を予定しています。

（令和７年度の補助金申請期間）令和７年４月１日㈫から令和８年１月30日㈮

　５人槽（延べ床面積130平方メートル以下） 63万8千円　

　７人槽（延べ床面積が130平方メートルより大きい） 77万6千円　

　10人槽（浴室と台所が２つ以上ある２世帯住宅） 104万6千円　

　中央・柵原地域の一部で下水道（公共・農集）
が使用できます。住んでいる地域が下水道処理
区域になっていて未接続の人は、早めに下水道
への接続をお願いします。接続工事は「美咲町
下水道排水設備指定工事店」に依頼してくださ
い。
◆問　上下水道課・柵原地域振興課

令和７年度から地域内の利用料金が
350円になったため、１枚の単価を
350円に変更しています。
・タクシー券は繰り越し使用できま
せん。

　年度内（令和８年３月31日まで）
に使用してください。

・タクシー券の申請は年度内１回限
りです。

・令和７年度の表紙は赤色です。

５月に「下水道使用者人数の調べ」
調査を実施

春の標準農繁労務賃金
【参考額】

美
咲
町
議
会
議
員
選
挙

合併処理浄化槽を設置しよう！

家庭の生活排水をきれいにしてくれる
「下水道」に接続しましょう！

【問い合わせ】上下水道課 ☎０８６８（６６）３０８４　柵原地域振興課 ☎０８６８（６２）１１１１

【問い合わせ】美咲町農業委員会（産業観光課内）
☎０８６８（６６）１１１８

【
問
い
合
わ
せ
】

美
咲
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
１

＊浄化槽の人槽は延べ床面積のみで決定されるものではありません。（使用実人数など）
＊単独処理浄化槽（し尿のみを処理する浄化槽）から合併処理浄化槽に転換する人に、撤去費の一部（限度額12万円）を
補助しています。撤去補助金は、合併処理浄化槽設置費の各人槽区分の補助金額に追加して交付します。

◆問　上下水道課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は

個
別
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■
対
　
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
、
令
和
６
年
10
月

～
令
和
７
年
３
月
の
間
に
３
カ
月
以
上

在
宅
で
介
護
し
て
い
る

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
短
期
入
所
を
し
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
４
千
円

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

■
支
給
要
件

①
要
介
護
４
以
上
ま
た
は
町
が
そ
れ
に
相

当
す
る
と
認
め
た
人
を
令
和
６
年
10
月

～
令
和
７
年
３
月
の
間
に
３
カ
月
以
上

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
（
要
支
援
１
か

ら
要
介
護
３
と
認
定
さ
れ
た
期
間
は
除

く
）

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
介
護
保

険
施
設
へ
の
入
所
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
入
所
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
入
院
ま

た
は
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
（
短
期

入
所
を
含
む
）
を
し
て
い
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
１
万
円

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
介
護
保
険
被

保
険
者
証

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

（
通
帳
等
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈬

在
宅
で
重
度
障
害
者
を

介
護
し
て
い
る
人
へ
の
手
当

自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
へ

「
在
宅
介
護
者
支
援
手
当
」

4/13
㈰
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

重
度
障
害
の
あ
る
人
へ

タ
ク
シ
ー
券
や
給
油
券
を
支
給

「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
所
有
者
へ

６
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー
券
交
付

【
今
回
限
り
】

令
和
６
年
度
中
に

タ
ク
シ
ー
券
・
給
油
券
の
交
付
を

受
け
た
人
へ
の
追
加
補
助

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
タ
ク
シ
ー
券

（
１
万
２
千
円
分
）ま
た
は
給
油
券（
６
千

円
分
）
ど
ち
ら
か
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
対
　
象

①
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
人

③
在
宅
の
人

【
問
い
合
わ
せ
】
く
ら
し
安
全
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
２

5
０
８
６
８
（
６
６
）
３
０
８
１

　「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
申

請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理
申
請
も
で

き
ま
す
。

■
対
　
象

　
町
内
に
住
ん
で
い
て
、「
お
か
や
ま
愛

カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い
る
人

■
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
と
は

　
運
転
免
許
証
を
警
察
署
に
自
主
返
納
し

た
65
歳
以
上
の
人
に
、
岡
山
県
警
か
ら
発

行
さ
れ
る
カ
ー
ド

■
申
請
窓
口

　
く
ら
し
安
全
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
燃
料
の
価
格
高
騰
を
受
け
、
対
象
者
へ

交
通
費
の
追
加
補
助
を
行
い
ま
す
。（
今

回
限
り
）

■
対
　
象

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
の
間
に
タ
ク
シ
ー
券
・
給
油
券
の

交
付
を
受
け
た
人

※
対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
６
千
円
（
１
回
限
り
）

■
申
請
期
限

　
６
月
30
日
㈪

申
請・手
続
き

　下水道を使用している家庭に「下水道使用者
人数の調べ」を５月中に郵送します。調査表に
記されている人数と、実際に使用している人数
が異なる場合は、必ず提出してください。（調
査表の人数と同じ場合は提出の必要はありませ
ん）
◎下水道使用料
　基本料金（１世帯（戸））　　1,650円
　世帯員数１人当たり　　　　　 550円
◆提出・問　上下水道課・柵原地域振興課

　金額はあくまで参考額なので、当事者間で協
議をお願いします。機械はすべて持ち込みとし
ます。
■一般労務賃金（田植え補助作業など）
　１時間当たり　1,200円
■耕耘作業
▷荒起し　10アール当たり　１万円
▷中びき　10アール当たり　８千円
▷代かき　10アール当たり　９千円
■田植え
　(苗の購入と運搬を委託者で行った場合)
　10アール当たり　８千円

　
４
月
13
日
㈰
は
美
咲
町
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
最
も
身
近
な
選
挙
で

す
。
皆
さ
ん
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

※
候
補
者
数
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合

は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
。

美
咲
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　美咲町の下水道区域外では、汚水をきれいに
して周辺環境を守るため、合併処理浄化槽を設
置する人に補助金を交付しています。令和７年度の補助金基数は15基を予定しています。

（令和７年度の補助金申請期間）令和７年４月１日㈫から令和８年１月30日㈮

　５人槽（延べ床面積130平方メートル以下） 63万8千円　

　７人槽（延べ床面積が130平方メートルより大きい） 77万6千円　

　10人槽（浴室と台所が２つ以上ある２世帯住宅） 104万6千円　

　中央・柵原地域の一部で下水道（公共・農集）
が使用できます。住んでいる地域が下水道処理
区域になっていて未接続の人は、早めに下水道
への接続をお願いします。接続工事は「美咲町
下水道排水設備指定工事店」に依頼してくださ
い。
◆問　上下水道課・柵原地域振興課

令和７年度から地域内の利用料金が
350円になったため、１枚の単価を
350円に変更しています。
・タクシー券は繰り越し使用できま
せん。

　年度内（令和８年３月31日まで）
に使用してください。

・タクシー券の申請は年度内１回限
りです。

・令和７年度の表紙は赤色です。

５月に「下水道使用者人数の調べ」
調査を実施

春の標準農繁労務賃金
【参考額】

美
咲
町
議
会
議
員
選
挙

合併処理浄化槽を設置しよう！

家庭の生活排水をきれいにしてくれる
「下水道」に接続しましょう！

【問い合わせ】上下水道課 ☎０８６８（６６）３０８４　柵原地域振興課 ☎０８６８（６２）１１１１

【問い合わせ】美咲町農業委員会（産業観光課内）
☎０８６８（６６）１１１８

【
問
い
合
わ
せ
】

美
咲
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
１

＊浄化槽の人槽は延べ床面積のみで決定されるものではありません。（使用実人数など）
＊単独処理浄化槽（し尿のみを処理する浄化槽）から合併処理浄化槽に転換する人に、撤去費の一部（限度額12万円）を
補助しています。撤去補助金は、合併処理浄化槽設置費の各人槽区分の補助金額に追加して交付します。

◆問　上下水道課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は

個
別
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■
対
　
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
、
令
和
６
年
10
月

～
令
和
７
年
３
月
の
間
に
３
カ
月
以
上

在
宅
で
介
護
し
て
い
る

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
短
期
入
所
を
し
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
４
千
円

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

■
支
給
要
件

①
要
介
護
４
以
上
ま
た
は
町
が
そ
れ
に
相

当
す
る
と
認
め
た
人
を
令
和
６
年
10
月

～
令
和
７
年
３
月
の
間
に
３
カ
月
以
上

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
（
要
支
援
１
か

ら
要
介
護
３
と
認
定
さ
れ
た
期
間
は
除

く
）

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
介
護
保

険
施
設
へ
の
入
所
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
入
所
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
入
院
ま

た
は
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
（
短
期

入
所
を
含
む
）
を
し
て
い
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
１
万
円

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
介
護
保
険
被

保
険
者
証

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

（
通
帳
等
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈬

在
宅
で
重
度
障
害
者
を

介
護
し
て
い
る
人
へ
の
手
当

自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
へ

「
在
宅
介
護
者
支
援
手
当
」

4/13
㈰
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
生
活
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
４

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
休
日
窓
口
で
は
、
カ
ー
ド

の
申
請
と
受
け
取
り
・
更
新
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
け
取
り
を
す
る
人
は
事

前
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
・
戸
籍
な
ど
の
証
明
書
発
行
、

住
民
異
動
（
転
入
・
転
出
な
ど
）
の
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
　
時

　
４
月
12
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
６
月
１
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

■
開
設
窓
口

　
住
民
生
活
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
毎
年
４
月
、
10

月
に
前
月
ま
で
の
半
年
分
の
福
祉
手
当
が

受
給
で
き
ま
す
。

■
次
の
①
～
③
を
満
た
す
人

①
町
内
に
２
年
以
上
住
民
票
が
あ
り
、
住

ん
で
い
る
人

②
20
歳
未
満
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

お
持
ち
の
人

■
金
　
額

　
月
額
５
千
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
各
種
手
帳

・
振
り
込
み
先
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
治
療
の
通
院
に

か
か
る
交
通
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
毎
年
４
月
・
10
月
に
申
請
月
ま
で
の
半

年
分
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

旭
地
域
振
興
課

☎
０
８
６
７
（
２
７
）
３
１
１
１

柵
原
地
域
振
興
課

☎
０
８
６
８
（
６
２
）
１
１
１
４

　
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
の

防
護
柵
設
置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
サ
ル
や
シ
カ
被
害
へ
の
対
策
強
化

と
維
持
管
理
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

町
の
補
助
内
容
を
拡
充
し
ま
し
た
。

■
設
置
要
件

①
国
・
県
の
補
助
事
業
（
集
落
単
位
で
の

設
置
）

・
地
域
計
画
の
対
象
農
地
で
あ
る
こ
と

（
国
の
み
の
要
件
）

・
３
戸
以
上
の
営
農
集
団
な
ど
が
対
象

・
受
益
面
積
が
お
お
む
ね
２
ha
以
上

・
現
に
鳥
獣
の
被
害
が
あ
り
、
そ
の
被
害

状
況
報
告
が
可
能
で
あ
る
こ
と

・
防
護
柵
の
設
置
計
画
に
関
す
る
受
益
者

の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

※
国
の
補
助
事
業
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

の
資
材
貸
与
で
、
事
業
実
施
は
令
和
８

年
度
以
降
で
す
。

※
県
の
補
助
事
業
は
防
護
柵
資
材
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
以
内
を
助
成

②
町
の
補
助
事
業（
１
戸
か
ら
申
請
可
能
）

・
耕
作
し
て
い
る
農
地
へ
の
防
護
柵
設
置

が
対
象

・
資
材
費
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助

・【
拡
充
】
防
護
柵
と
併
せ
て
設
置
す
る

防
草
シ
ー
ト
も
補
助
対
象

・【
拡
充
】
サ
ル
・
シ
カ
用
防
護
柵
の
「
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
＋
電
気
柵
」
両
方

の
資
材
費
を
補
助

※
サ
ル・シ
カ
用
防
護
柵
と
は
、ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
（
高
さ
１
ｍ
以
上
）
と
、

そ
の
上
部
に
多
段
式
の
電
線
を
備
え
る

も
の
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
間

①
国
・
県
の
補
助
事
業

　
10
月
31
日
㈮
ま
で

②
町
の
補
助
事
業

　
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮
ま
で

■
申
請
窓
口

　
産
業
観
光
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
燃
料
の
価
格
高
騰
を
受
け
、
継
続
的
に

通
院
が
必
要
な
人
の
交
通
費
に
つ
い
て
追

加
で
支
給
を
行
い
ま
す
。（
今
回
限
り
）

■
対
　
象

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
の
間
に
特
定
疾
病
等
通
院
交
通
費

の
支
給
を
受
け
た
人

■
補
助
金
額

　
６
千
円
（
１
回
限
り
）

■
申
請
期
限

　
６
月
30
日
㈪

■
対
　
象

　
次
の
①
ま
た
は
②
を
満
た
す
人

①
通
院
で
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

②
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

を
持
ち
、
通
院
治
療
を
受
け
て
い
る
人

■
補
助
金
額

　
１
日
あ
た
り
５
０
０
円

　（
限
度
額
は
月
７
千
円
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
給
付
対
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

（
特
定
医
療
費
受
給
者
証
な
ど
）

・
医
療
機
関
の
通
院
証
明
書
（
様
式
は
福

祉
事
務
所
・
各
総
合
支
所
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

・
振
り
込
み
先
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

障
害
（
児
）
者
と
保
護
者
へ

福
祉
手
当
を
支
給

人
工
透
析
や
難
病
の
通
院
治
療
が

必
要
な
人
へ
交
通
費
の
補
助
制
度

防
護
柵
設
置
補
助
事
業
（
町
補
助
）
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

【
今
回
限
り
】

人
工
透
析
や
難
病
の
通
院
治
療
が

必
要
な
人
へ
交
通
費
の
追
加
補
助

身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
岡
山
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談

所
が
巡
回
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

■
対
　
象

　
身
体
の
状
況
や
遠
隔
地
な
ど
の

理
由
に
よ
り
身
体
障
害
者
更
生
相

談
所
に
来
所
で
き
な
い
人
。

■
内
　
容

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
の
た
め

に
、
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す

る
相
談
や
、
必
要
に
応
じ
て
補
装

具
（
車
い
す
・
義
手
・
義
足
・
杖
・

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
や
各
種
支

援
を
行
う
。

■
必
要
な
も
の

　
内
容
に
よ
っ
て
事
前
に
用
意
す

る
も
の
が
異
な
る
場
合
や
、
巡
回

相
談
に
行
く
前
に
判
定
依
頼
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
福

祉
し
あ
わ
せ
課
・
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 お

知
ら
せ

身体障害者等巡回更生相談計画表

番
号 実施年月日 曜

日 実施場所 市町村 管轄局 予定
人員

相談科 担当医療機関

肢体 聴覚 整形外科 聴覚

1 令和７年５月15日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 20 肢体 津山中央 －

2 　　　　７月11日 金 北房文化センター 真庭市 美作 30 肢体 聴覚 日赤 日赤

3 　　　　７月17日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 30 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

4 　　　　８月21日 木 美作保健センター 美作市 美作 30 肢体 聴覚 佐藤 岡大

5 　　　　９月18日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 20 肢体 津山中央 －

6 　　　　10月 ９ 日 木 久世エスパスセンター 真庭市 美作 30 肢体 聴覚 済生会 済生会

7 　　　　11月13日 木 大原保健センター 美作市 美作 20 肢体 佐藤 －

8 　　　　11月20日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 30 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

9 令和８年１月15日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 20 肢体 津山中央 －

10 　　　　２月27日 金 久世保健福祉会館 真庭市 美作 30 肢体 聴覚 日赤 日赤

11 　　　　３月19日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 30 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

※受付・審査時間
　津山市・真庭市（北房・久世）・新見市・美作市 ： 受付11：00～12：00　審査11：30～
※高梁市・笠岡市・井原市・浅口市・備前市でも巡回相談を実施しています。
　日程・場所などについては福祉しあわせ課までお問い合わせください。

佐藤：佐藤病院
済生会：岡山済生会総合病院
はせ耳鼻：はせがわ耳鼻咽喉科クリニック
岡大：岡山大学病院
日赤：岡山赤十字病院
津山中央：津山中央クリニック
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
生
活
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
４

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
休
日
窓
口
で
は
、
カ
ー
ド

の
申
請
と
受
け
取
り
・
更
新
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
け
取
り
を
す
る
人
は
事

前
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
・
戸
籍
な
ど
の
証
明
書
発
行
、

住
民
異
動
（
転
入
・
転
出
な
ど
）
の
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
　
時

　
４
月
12
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
６
月
１
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

■
開
設
窓
口

　
住
民
生
活
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
毎
年
４
月
、
10

月
に
前
月
ま
で
の
半
年
分
の
福
祉
手
当
が

受
給
で
き
ま
す
。

■
次
の
①
～
③
を
満
た
す
人

①
町
内
に
２
年
以
上
住
民
票
が
あ
り
、
住

ん
で
い
る
人

②
20
歳
未
満
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

お
持
ち
の
人

■
金
　
額

　
月
額
５
千
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
各
種
手
帳

・
振
り
込
み
先
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
治
療
の
通
院
に

か
か
る
交
通
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
毎
年
４
月
・
10
月
に
申
請
月
ま
で
の
半

年
分
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

旭
地
域
振
興
課

☎
０
８
６
７
（
２
７
）
３
１
１
１

柵
原
地
域
振
興
課

☎
０
８
６
８
（
６
２
）
１
１
１
４

　
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
の

防
護
柵
設
置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
サ
ル
や
シ
カ
被
害
へ
の
対
策
強
化

と
維
持
管
理
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

町
の
補
助
内
容
を
拡
充
し
ま
し
た
。

■
設
置
要
件

①
国
・
県
の
補
助
事
業
（
集
落
単
位
で
の

設
置
）

・
地
域
計
画
の
対
象
農
地
で
あ
る
こ
と

（
国
の
み
の
要
件
）

・
３
戸
以
上
の
営
農
集
団
な
ど
が
対
象

・
受
益
面
積
が
お
お
む
ね
２
ha
以
上

・
現
に
鳥
獣
の
被
害
が
あ
り
、
そ
の
被
害

状
況
報
告
が
可
能
で
あ
る
こ
と

・
防
護
柵
の
設
置
計
画
に
関
す
る
受
益
者

の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

※
国
の
補
助
事
業
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

の
資
材
貸
与
で
、
事
業
実
施
は
令
和
８

年
度
以
降
で
す
。

※
県
の
補
助
事
業
は
防
護
柵
資
材
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
以
内
を
助
成

②
町
の
補
助
事
業（
１
戸
か
ら
申
請
可
能
）

・
耕
作
し
て
い
る
農
地
へ
の
防
護
柵
設
置

が
対
象

・
資
材
費
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助

・【
拡
充
】
防
護
柵
と
併
せ
て
設
置
す
る

防
草
シ
ー
ト
も
補
助
対
象

・【
拡
充
】
サ
ル
・
シ
カ
用
防
護
柵
の
「
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
＋
電
気
柵
」
両
方

の
資
材
費
を
補
助

※
サ
ル・シ
カ
用
防
護
柵
と
は
、ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
（
高
さ
１
ｍ
以
上
）
と
、

そ
の
上
部
に
多
段
式
の
電
線
を
備
え
る

も
の
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
間

①
国
・
県
の
補
助
事
業

　
10
月
31
日
㈮
ま
で

②
町
の
補
助
事
業

　
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮
ま
で

■
申
請
窓
口

　
産
業
観
光
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
燃
料
の
価
格
高
騰
を
受
け
、
継
続
的
に

通
院
が
必
要
な
人
の
交
通
費
に
つ
い
て
追

加
で
支
給
を
行
い
ま
す
。（
今
回
限
り
）

■
対
　
象

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
の
間
に
特
定
疾
病
等
通
院
交
通
費

の
支
給
を
受
け
た
人

■
補
助
金
額

　
６
千
円
（
１
回
限
り
）

■
申
請
期
限

　
６
月
30
日
㈪

■
対
　
象

　
次
の
①
ま
た
は
②
を
満
た
す
人

①
通
院
で
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

②
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

を
持
ち
、
通
院
治
療
を
受
け
て
い
る
人

■
補
助
金
額

　
１
日
あ
た
り
５
０
０
円

　（
限
度
額
は
月
７
千
円
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
給
付
対
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

（
特
定
医
療
費
受
給
者
証
な
ど
）

・
医
療
機
関
の
通
院
証
明
書
（
様
式
は
福

祉
事
務
所
・
各
総
合
支
所
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

・
振
り
込
み
先
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

障
害
（
児
）
者
と
保
護
者
へ

福
祉
手
当
を
支
給

人
工
透
析
や
難
病
の
通
院
治
療
が

必
要
な
人
へ
交
通
費
の
補
助
制
度

防
護
柵
設
置
補
助
事
業
（
町
補
助
）
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

【
今
回
限
り
】

人
工
透
析
や
難
病
の
通
院
治
療
が

必
要
な
人
へ
交
通
費
の
追
加
補
助

身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
岡
山
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談

所
が
巡
回
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

■
対
　
象

　
身
体
の
状
況
や
遠
隔
地
な
ど
の

理
由
に
よ
り
身
体
障
害
者
更
生
相

談
所
に
来
所
で
き
な
い
人
。

■
内
　
容

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
の
た
め

に
、
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す

る
相
談
や
、
必
要
に
応
じ
て
補
装

具
（
車
い
す
・
義
手
・
義
足
・
杖
・

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
や
各
種
支

援
を
行
う
。

■
必
要
な
も
の

　
内
容
に
よ
っ
て
事
前
に
用
意
す

る
も
の
が
異
な
る
場
合
や
、
巡
回

相
談
に
行
く
前
に
判
定
依
頼
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
福

祉
し
あ
わ
せ
課
・
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 お

知
ら
せ

身体障害者等巡回更生相談計画表

番
号 実施年月日 曜

日 実施場所 市町村 管轄局 予定
人員

相談科 担当医療機関

肢体 聴覚 整形外科 聴覚

1 令和７年５月15日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 20 肢体 津山中央 －

2 　　　　７月11日 金 北房文化センター 真庭市 美作 30 肢体 聴覚 日赤 日赤

3 　　　　７月17日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 30 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

4 　　　　８月21日 木 美作保健センター 美作市 美作 30 肢体 聴覚 佐藤 岡大

5 　　　　９月18日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 20 肢体 津山中央 －

6 　　　　10月 ９ 日 木 久世エスパスセンター 真庭市 美作 30 肢体 聴覚 済生会 済生会

7 　　　　11月13日 木 大原保健センター 美作市 美作 20 肢体 佐藤 －

8 　　　　11月20日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 30 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

9 令和８年１月15日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 20 肢体 津山中央 －

10 　　　　２月27日 金 久世保健福祉会館 真庭市 美作 30 肢体 聴覚 日赤 日赤

11 　　　　３月19日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 30 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

※受付・審査時間
　津山市・真庭市（北房・久世）・新見市・美作市 ： 受付11：00～12：00　審査11：30～
※高梁市・笠岡市・井原市・浅口市・備前市でも巡回相談を実施しています。
　日程・場所などについては福祉しあわせ課までお問い合わせください。

佐藤：佐藤病院
済生会：岡山済生会総合病院
はせ耳鼻：はせがわ耳鼻咽喉科クリニック
岡大：岡山大学病院
日赤：岡山赤十字病院
津山中央：津山中央クリニック
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

　林業に必要な資格などの取得を希望する人を対象に「美咲町林業資格等取得支援事業補助金」を

令和７年度より創設しました。林業に本格的に取り組む人、技術向上を考えている人はぜひご活用

ください。

【補助対象者】

　町内で林業に従事し、今後も５年以上林業で働く意思のある人

【補助対象経費】

　町が指定する対象資格などの取得に必要な受講料および受験料

※他の補助事業を活用する場合は対象外です。

※対象資格などについてはお問い合わせください。

※同一年度内に複数の資格などを取得しても、上限額までは対象となります。

【補助金の額】

　補助対象経費の２分の１以内、同一年度内で５万円が上限

林業に必要な資格取得の助成制度を開始しました

【申・問】産業観光課　☎０８６８（６６）１１１８　5０８６８（６６）７６２２

江与味八幡宮と社
しゃ
叢
そう※１の大杉・大桧

ひのき
（津山管内銘木百選、町天然記念物） 文

化
に
ふ
れ
る　
ま
ち
歩
き二本杉

随
神
門
桧

江与味八幡宮
社殿

←

至
真
庭
市

石段148段

車
道

※1　社叢…神社の森や神社に茂っている木々。
※2　七柱…「柱（はしら）」は神様を数える単位。 ムクロジ

随神門桧 二本杉

段
で
誠
に
壮
観
で
す
。
移
転
当
時
植

え
ら
れ
た
境
内
の
二
本
杉
、
随ず

い

神し
ん

門も
ん

桧
は
、
樹
齢
推
定
４
６
０
年
。
ム
ク

ロ
ジ
の
木
は
３
０
０
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　（
文
化
財
保
護
委
員
　
大
釡
幸
士
）

　
江
与
味
八
幡
宮
は
、
足

た
ら
し
な
か
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

仲
津
彦
命

を
は
じ
め
、
七
柱
※
２
を
祭
神
と
し

て
長
徳
年
間
（
９
９
５
～
９
９
９

年
）、
東
眼
下
に
旭
川
を
望
む
三さ

ん

鉾ぽ
こ

山や
ま

（
江
与
味
）
に
造
築
。
後
に
、
神

告
に
よ
り
現
在
の
光
山
（
江
与
味
）

に
永
禄
８
年
（
１
５
６
５
年
）、
当

地
の
豪
族
・
富
田
孫
右
衛
門
に
よ
っ

て
移
転
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
の
建
築
様
式
で
、
本
殿

の
屋
根
飾
「
蛙

か
え
る

股ま
た

」
は
、
造
営
当
時

の
も
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
急
傾

斜
一
直
線
の
石
段
は
、
実
に
１
４
８

～
ま
だ
ま
だ
お
付
き
合
い
～
　

「
え
っ
、
こ
の
連
載
、
ま
だ
続

く
の
？
」
と
あ
た
し
。「
引
き
続

き
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
町
の

担
当
者
か
ら
強
く
お
願
い
さ
れ

た
の
で
、
ま
だ
ま
だ
続
く
雅
ね

え
の
獣
ば
な
し
。
ち
ょ
っ
と
リ

セ
ッ
ト
し
て
、
振
り
出
し
に
戻

る
の
巻
。

～
ヒ
ト
の
学
習
、
獣
の
学
習
～

《
文
字
と
言
葉
か
体
験
か
》

　
ヒ
ト
は
学
習
と
い
う
と
、
文

字
と
言
葉
を
使
う
。
文
字
と
言

葉
で
絵
や
写
真
を
説
明
し
て
も

ら
え
ば
理
解
で
き
る
。
自
動
車

学
校
や
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

の
学
習
、
遠
い
昔
の
学
生
時
代

を
思
い
出
し
て
み
て
。

　
動
物
の
学
習
に
、
文
字
や
言

葉
は
な
い
。
す
べ
て
自
分
で
体

験
し
て
覚
え
る
。
動
物
の
学
習

科
目
は
２
つ
だ
け
。
「
餌
の
探

し
方
」
と
「
身
の
安
全
」
。
数

学
も
英
語
も
化
学
も
国
語
も
な

い
の
よ
ね
。

《
二
つ
を
結
び
つ
け
る
》

　動
物
の
学
習
っ
て
い
う
の
は
、

経
験
し
な
が
ら
何
か
と
何
か
を

結
び
付
け
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、

有
名
な
パ
ブ
ロ
フ
の
イ
ヌ
の
研

究
。
鈴
の
音
を
聞
か
せ
て
か
ら

肉
を
あ
げ
る
こ
と
を
繰
り
返
し

た
ら
、
イ
ヌ
は
鈴
の
音
を
聞
く

だ
け
で
唾
液
を
出
す
よ
う
に
な

る
。
つ
ま
り
、
イ
ヌ
が
鈴
の
音

と
肉
を
結
び
付
け
た
わ
け
ね
。

　
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
お
腹

を
す
か
せ
た
タ
ヌ
キ
が
熟
し
て

落
ち
た
カ
キ
に
あ
り
つ
く
。
食

～
筆
者
の
ご
紹
介
～

■
井
上
雅
央（
い
の
う
え
ま
さ
て
る
）

１
９
４
９
年
・
奈
良
県
生
ま
れ

　
現
在
は
、
島
根
県
美
郷
町
を
拠
点

に
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
全
国
で
活
動
中
。
ま
ち
の
鳥
獣

被
害
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

べ
た
と
き
に
熟
し
た
カ
キ
の
ニ

オ
イ
を
覚
え
る
。
ま
た
同
じ
ニ

オ
イ
を
た
ど
る
と
カ
キ
に
あ
り

つ
け
る
。
カ
キ
と
ニ
オ
イ
を
結

び
付
け
る
。
こ
れ
が
餌
の
探
し

方
の
学
習
。

《
餌
付
け
の
正
体
》

　
そ
の
タ
ヌ
キ
が
熟
し
た
カ
キ

を
探
し
て
る
時
に
、
ヒ
ト
が
通

り
か
か
る
。
あ
わ
て
て
隠
れ
る

け
ど
、
ヒ
ト
は
気
付
か
ず
に
通

り
過
ぎ
る
。
そ
れ
を
何
回
か
繰

り
返
す
と
、「
ヒ
ト
は
襲
っ
て
こ

な
い
、
怖
く
な
い
」
と
学
習
す

る
。
そ
し
て
繰
り
返
す
う
ち
に
、

「
ヒ
ト
の
気
配
の
あ
る
所
は
餌

が
多
い
し
安
全
」
と
覚
え
て
し

ま
う
。
こ
れ
が
餌
付
け
の
正
体
。

　
撃
退
グ
ッ
ズ
に
効
く
も
の
が

な
い
の
は
、
音
、
光
、
変
な
ニ

オ
イ
に
結
び
付
く
恐
怖
体
験
が

な
い
か
ら
だ
。
グ
ッ
ズ
の
あ
る

所
に
は
餌
が
あ
る
と
学
習
さ
れ

て
し
ま
う
。
餌
付
け
強
化
学
習

グ
ッ
ズ
に
騙
さ
れ
な
い
で
ね
。

《
今
月
の
宿
題
｠

　
柵
の
そ
ば
に
餌
が
な
い
状
態

を
作
れ
ば
、「
こ
こ
に
来
て
も

何
も
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
動
物

に
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

柵
の
周
り
を
点
検
し
て
み
て
ね
。

雅ねえの獣ばなし
〜第37回〜 問 産業観光課　　　　　　

☎０８６８（６６）１１１８

｢鳥獣害に強いまち
づくり講習会｣募集
しています。
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

　林業に必要な資格などの取得を希望する人を対象に「美咲町林業資格等取得支援事業補助金」を

令和７年度より創設しました。林業に本格的に取り組む人、技術向上を考えている人はぜひご活用

ください。

【補助対象者】

　町内で林業に従事し、今後も５年以上林業で働く意思のある人

【補助対象経費】

　町が指定する対象資格などの取得に必要な受講料および受験料

※他の補助事業を活用する場合は対象外です。

※対象資格などについてはお問い合わせください。

※同一年度内に複数の資格などを取得しても、上限額までは対象となります。

【補助金の額】

　補助対象経費の２分の１以内、同一年度内で５万円が上限

林業に必要な資格取得の助成制度を開始しました

【申・問】産業観光課　☎０８６８（６６）１１１８　5０８６８（６６）７６２２

江与味八幡宮と社
しゃ
叢
そう※１の大杉・大桧

ひのき
（津山管内銘木百選、町天然記念物） 文

化
に
ふ
れ
る　
ま
ち
歩
き二本杉

随
神
門
桧

江与味八幡宮
社殿

←

至
真
庭
市

石段148段

車
道

※1　社叢…神社の森や神社に茂っている木々。
※2　七柱…「柱（はしら）」は神様を数える単位。 ムクロジ

随神門桧 二本杉

段
で
誠
に
壮
観
で
す
。
移
転
当
時
植

え
ら
れ
た
境
内
の
二
本
杉
、
随ず

い

神し
ん

門も
ん

桧
は
、
樹
齢
推
定
４
６
０
年
。
ム
ク

ロ
ジ
の
木
は
３
０
０
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　（
文
化
財
保
護
委
員
　
大
釡
幸
士
）

　
江
与
味
八
幡
宮
は
、
足

た
ら
し
な
か
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

仲
津
彦
命

を
は
じ
め
、
七
柱
※
２
を
祭
神
と
し

て
長
徳
年
間
（
９
９
５
～
９
９
９

年
）、
東
眼
下
に
旭
川
を
望
む
三さ

ん

鉾ぽ
こ

山や
ま

（
江
与
味
）
に
造
築
。
後
に
、
神

告
に
よ
り
現
在
の
光
山
（
江
与
味
）

に
永
禄
８
年
（
１
５
６
５
年
）、
当

地
の
豪
族
・
富
田
孫
右
衛
門
に
よ
っ

て
移
転
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
の
建
築
様
式
で
、
本
殿

の
屋
根
飾
「
蛙

か
え
る

股ま
た

」
は
、
造
営
当
時

の
も
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
急
傾

斜
一
直
線
の
石
段
は
、
実
に
１
４
８

美咲町立図書館
公式Facebook

美咲町立図書館
公式LINE

イベント情報

➡ ➡美咲町立図書館
ホームページ

休館・新刊情報

➡

大人向け

柵原図書館 0868（64）75470868（64）7055

<県立図書館の本を入れ替えました！>
県立図書館から新たに本を借りてきました。
柵原図書館の本と同じように借りていただけますので、
この機会にぜひご利用ください。

<新しいDVDが入ります！>
準備でき次第借りていただけますので、皆さんぜひ楽
しみにお待ちください！

<DVD上映会>
「異動辞令は音楽隊！」（119分）
◆と　き：４月26日㈯、27日㈰
　　　　　午後２時～
◆ところ：視聴覚室　
◆出　演：阿部寛、清野菜名　ほか
◆内　容：現場一筋30年の鬼刑事が命じられた
　　　　　異動先はまさかの警察音楽隊！　

旭図書館 0867（27）90130867（27）9012

<旭図書館開館　５月11日㈰　午前10時〜>
旭図書館は移転先で５月11日㈰に改めて開館します。開館イベントを開催しますのでぜひお越し
ください。
◆「自動車文庫が来るよ」午前10時～11時 ➡ 吉備中央町の移動図書館車「こっぷり号」が来ます。
◆「おはなしPONちゃん」午後２時～ ➡ １．マジック（手品）、２．パネルシアター、３．工作
◆「ミサキングをさがせ！～旭図書館編～」終日 ➡ 室内に隠れている“ミサキング”を探し出そう！
◆「来館記念プレゼント」➡ 何か借りてくれた人へ。なくなり次第終了。
他にも楽しいイベントを用意していますので、ぜひお越しください。
詳しくは図書館ホームページ、Facebookなどでお知らせします。

<柵原図書館　開館25周年記念イベント>

「図書館クイズ」
♦と　き：４月29日（火・祝）～
♦内　容：クイズの正解者にはプチプレゼン

ト♪（プレゼントがなくなり次第
終了します）

※４月29日（火・祝）から、本などを借りた人
には先着順で記念品を差し上げます。

柵原図書館は４月28日㈪で開館25周年を迎えます。それを記念してイベントを開催しますのでぜひお
越しください♪また、館内にボードを設置しますのでお祝いメッセージもお待ちしています。

「エイコンマルシェ & ミニコンサート」
◆と　き：５月10日㈯　午前11時～午後４時
※ミニコンサートは午前11時から30分程度
◆場　所：柵原図書館内
◆出　演：Garnet（ガーネット）
◆内　容：楽しいコンサートに、わくわくマル

シェ！いつもよりたくさんのお店に
出店していただきます！

中央図書館 0868（66）71520868（66）7151

<図書館 de やってみよう！
　〜さくらのポップアップカード編〜>
◆と　き：４月26日㈯
　　　　　午前10時30分～（約１時間）
◆ところ：生涯学習センター　エントランス
◆対　象：大人（子どもの参加も可能）
◆内　容：春らしい桜が飛び出る、ポップアップカ

ードを作ります♪

<おはなしみさきっず☆>
◆と　き：５月10日㈯
　　　　　午前10時30分～（約１時間）
◆ところ：生涯学習センター　エントランス
◆定　員：10人程度
◆対　象：小学生以下
◆内　容：身の回りにあるもので楽器を作ります。
　　　　　どんな音色になるのかお楽しみに！！

要予約
要予約

図書館だより 開館時間：午前10時～午後６時
休 館 日：毎週月曜日、第３日曜日、月末最終平日、特別整理期間、年末年始

開館時間：午前10時～午後６時
休 館 日：毎週月曜日、第３日曜日、月末最終平日、特別整理期間、年末年始
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暮らしの情報

問い合わせは各見出しの問い合わせ先へお願いします。

募集
自衛官を募集中です
問 自衛隊岡山地方協力本部津
山出張所☎0868（22）5637
■現在募集中の種目
・一般幹部候補生
・一般曹候補生
・自衛官候補生
■各種目について
・一般幹部候補生

幹部自衛官を養成するコー
ス。入隊後約１年の課程を経
て３尉に昇任。

・一般曹候補生
部隊の中核である曹を養成す
るコース。入隊後２年９カ月
以降、選考で曹に昇任。

・自衛官候補生
陸２年、海・空３年の任期制
隊員コース。任期終了後は民
間企業への就職や継続任用も
可能。

■各種コースの詳細説明を随時
実施しています。気軽にお問い
合わせください。

「岡山ちほん」→ホームページ

健康・子育て
問 健康推進課
☎0868（66）1195

4/21
㈪

●こころの健康相談
あさひなた
受付　９：00～12：00

5/13
㈫

●こころの健康相談
柵原保健センタ－
受付　14：00～16：00

募集
津山高専つやまＳＴＥＡＭ 
人材育成塾第３期生募集
問 津山高専総務課内　つやま
STEAM人材育成塾事務局
☎0868（24）8402
　今の子どもたちが大人になっ
たとき、世界ではAI（人工知能）
やロボットが台頭し、今とは異
なる時代になっています。その
ような時代を生き抜き、世界で
も活躍できる子どもたちを育成
するため、STEAM （スティー
ム）教育の考え方を取り入れた
次世代人材育成プログラムを展
開していきます。受講料無料。
■内　容
　生命科学からロボットまで広
範で専門的な学習機会を提供す
るとともに、強く関心を持った
分野での探究活動を支援しま
す。
■対　象
　小学校５年生～中学校３年生
■募集定員
　40人程度
　※選抜審査あり
■開講場所
　津山高専または
　岡山市内サテライト教室
■開講期間
　令和７年７月～令和８年３月
■開講日程
　毎月２回程度
　土曜日午後実施
■募集受付期間
　６月２日㈪まで
■応募方法
ホームページか
ら申し込んでく→
ださい。
　https://jrdr-

　tsuyamakosen.jp/
■プレイベント
　５月24日㈯
※詳細はホームページ参照。

事業主の皆さまへ 
年次有給休暇を取得しやすい 
環境づくりに取り組みましょう
問 岡山労働局雇用環境・均等
室☎086（225）2017
　働き方・休み方の改善をこれ
からも継続的に行うためには、
計画的な業務運営や休暇の分散
化にも資する年次有給休暇の計
画的付与制度や、労働者の様々
な事情に応じた柔軟な働き方・
休み方に資する時間単位の年次
有給休暇の活用が効果的です。

第28回月の輪古墳登山　～自分の足で登る月の輪古墳への道～
問 山田雄二☎090（3633）1432
■日　時
　４月29日（火・祝）
　開会９：00 
■場　所
　飯岡コミュニティハウス
　（美咲町飯岡747）
■内　容
・記録映画「月の輪古墳」上映
・月の輪合唱団による合唱発表
・古墳研究者からお話を聞けます
・月の輪古墳へ登山しましょう
■主　催
　月の輪の心を語りつぐ会

春の大型連休に
休みをつなげて
リフレッシュ

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう
●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を
　活用すれば休暇の分散化にもつながります。 厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

納期
今月の納期（ 4 月30日）
■固定資産税
■水道使用料
■下水道使用料

子育て支援センター
中央地域（中央かめっこ保育園内）
☎0868（66）7830
旭地域（旭保育園内）
☎0867（27）2733
柵原地域（柵原西保育園内）
☎0868（62）1009

イベント情報に→ついてはこちら

町営・町有住宅
入居者募集
問・申 
住 民 生 活 課☎0868（66）1114
旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
柵原地域振興課☎0868（62）1111

【町営住宅】
■募集住宅（予定）

［中央地域］
　上町住宅（原田）１戸

［旭地域］
　なかよし住宅（西川）１戸
■募集期間
　４月21日㈪まで

【町有住宅】
■募集住宅
　やなはら住宅（書副）
■募集期間
　随時
■備　考
　入居条件などについては、柵
原総合支所地域振興課にご相談
ください。

２月21日〜３月20日

事　　故
町内交通事故（人身事故）	 ２件

火　　災
	 建物火災	 ２件
	 その他火災	 ０件

人の動き
３月１日現在　（　）内は前月比。
人　口 12,499人（−11）

男性 6,001人（−1）
女性 6,498人（−10）

役場の電話番号
役場本庁 代表　☎0868 （66） 1111

　50868 （66） 2038
総務課 （66）1111
みさき共創室 （66）1660
理財課 （66）1610
地域みらい課 （66）1191
くらし安全課 （66）1112
税務課 （66）1113
住民生活課 （66）1114
保険年金課 （66）1115
健康推進課 （66）1195
福祉しあわせ課
（重層支援センター） （66）1129

こども笑顔課 （66）1618
上下水道課 （66）3084
産業観光課 （66）1118
建設課 （66）2874
会計課 （66）3080
議会事務局 （66）1128

旭総合支所 代表　☎0867 （27） 3111
 　50867 （27） 3670

柵原総合支所 代表　☎0868 （62） 1111
　50868 （62） 7806

教育委員会 代表　☎0868 （66） 2873
 　50868 （66） 3730

教育総務課 （66）2873
生涯学習課 （66）3086

〜14歳 1,200人 10％
15歳〜64歳 6,042人 48％
65歳〜 5,257人 42％

世帯数 5,816世帯（−3）

☎０１２０－０２８－５３３
（通話料無料）

●みさきネットコールセンター専用フリーダイヤル●
インターネット・テレビ・告知放送のことは・・・

☎０８６８－６６－７１６１（通話料有料）
４月１日より受付時間は

6：00～24：00

お知らせ募集

相談
問 住 民 生 活 課☎0868（66）1114
　 旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
　 柵原地域振興課☎0868（62）1111
●なやみごと・行政・心配ごと

相談
◦日時　４月25日㈮
　　　　13：00～16：00
　　　　（受付15：30まで）
◦場所　柵原総合文化センター
◦対象　美咲町に住所を有する

人
◦相談員　人権擁護委員、行政相

談委員、民生委員、身
体障害者相談員、弁護
士

※相談無料、秘密厳守
※弁護士へ相談する際は、利害

関係がある場合など、相談に
応じられない場合がありま
す。

◀月の輪合唱団動画
　「新しい風よ吹け」
　「発掘」他

　月の輪古墳は５世紀初めに作られた円墳です。海抜320
ｍの山の上に築かれた月の輪古墳は、どのようにして発掘
されたのか自分の目で確かめましょう。
　月の輪古墳の発掘は今から72年前に行われました。参
加者の誰もが加わる住民参加の発掘方法が「月の輪方式」
と呼ばれ、高い評価を受けています。
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暮らしの情報

問い合わせは各見出しの問い合わせ先へお願いします。

募集
自衛官を募集中です
問 自衛隊岡山地方協力本部津
山出張所☎0868（22）5637
■現在募集中の種目
・一般幹部候補生
・一般曹候補生
・自衛官候補生
■各種目について
・一般幹部候補生

幹部自衛官を養成するコー
ス。入隊後約１年の課程を経
て３尉に昇任。

・一般曹候補生
部隊の中核である曹を養成す
るコース。入隊後２年９カ月
以降、選考で曹に昇任。

・自衛官候補生
陸２年、海・空３年の任期制
隊員コース。任期終了後は民
間企業への就職や継続任用も
可能。

■各種コースの詳細説明を随時
実施しています。気軽にお問い
合わせください。

「岡山ちほん」→ホームページ

健康・子育て
問 健康推進課
☎0868（66）1195

4/21
㈪

●こころの健康相談
あさひなた
受付　９：00～12：00

5/13
㈫

●こころの健康相談
柵原保健センタ－
受付　14：00～16：00

募集
津山高専つやまＳＴＥＡＭ 
人材育成塾第３期生募集
問 津山高専総務課内　つやま
STEAM人材育成塾事務局
☎0868（24）8402
　今の子どもたちが大人になっ
たとき、世界ではAI（人工知能）
やロボットが台頭し、今とは異
なる時代になっています。その
ような時代を生き抜き、世界で
も活躍できる子どもたちを育成
するため、STEAM （スティー
ム）教育の考え方を取り入れた
次世代人材育成プログラムを展
開していきます。受講料無料。
■内　容
　生命科学からロボットまで広
範で専門的な学習機会を提供す
るとともに、強く関心を持った
分野での探究活動を支援しま
す。
■対　象
　小学校５年生～中学校３年生
■募集定員
　40人程度
　※選抜審査あり
■開講場所
　津山高専または
　岡山市内サテライト教室
■開講期間
　令和７年７月～令和８年３月
■開講日程
　毎月２回程度
　土曜日午後実施
■募集受付期間
　６月２日㈪まで
■応募方法
ホームページか
ら申し込んでく→
ださい。
　https://jrdr-

　tsuyamakosen.jp/
■プレイベント
　５月24日㈯
※詳細はホームページ参照。

事業主の皆さまへ 
年次有給休暇を取得しやすい 
環境づくりに取り組みましょう
問 岡山労働局雇用環境・均等
室☎086（225）2017
　働き方・休み方の改善をこれ
からも継続的に行うためには、
計画的な業務運営や休暇の分散
化にも資する年次有給休暇の計
画的付与制度や、労働者の様々
な事情に応じた柔軟な働き方・
休み方に資する時間単位の年次
有給休暇の活用が効果的です。

第28回月の輪古墳登山　～自分の足で登る月の輪古墳への道～
問 山田雄二☎090（3633）1432
■日　時
　４月29日（火・祝）
　開会９：00 
■場　所
　飯岡コミュニティハウス
　（美咲町飯岡747）
■内　容
・記録映画「月の輪古墳」上映
・月の輪合唱団による合唱発表
・古墳研究者からお話を聞けます
・月の輪古墳へ登山しましょう
■主　催
　月の輪の心を語りつぐ会

春の大型連休に
休みをつなげて
リフレッシュ

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう
●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を
　活用すれば休暇の分散化にもつながります。 厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

納期
今月の納期（ 4 月30日）
■固定資産税
■水道使用料
■下水道使用料

子育て支援センター
中央地域（中央かめっこ保育園内）
☎0868（66）7830
旭地域（旭保育園内）
☎0867（27）2733
柵原地域（柵原西保育園内）
☎0868（62）1009

イベント情報に→ついてはこちら

町営・町有住宅
入居者募集
問・申 
住 民 生 活 課☎0868（66）1114
旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
柵原地域振興課☎0868（62）1111

【町営住宅】
■募集住宅（予定）

［中央地域］
　上町住宅（原田）１戸

［旭地域］
　なかよし住宅（西川）１戸
■募集期間
　４月21日㈪まで

【町有住宅】
■募集住宅
　やなはら住宅（書副）
■募集期間
　随時
■備　考
　入居条件などについては、柵
原総合支所地域振興課にご相談
ください。

２月21日〜３月20日

事　　故
町内交通事故（人身事故）	 ２件

火　　災
	 建物火災	 ２件
	 その他火災	 ０件

人の動き
３月１日現在　（　）内は前月比。
人　口 12,499人（−11）

男性 6,001人（−1）
女性 6,498人（−10）

役場の電話番号
役場本庁 代表　☎0868 （66） 1111

　50868 （66） 2038
総務課 （66）1111
みさき共創室 （66）1660
理財課 （66）1610
地域みらい課 （66）1191
くらし安全課 （66）1112
税務課 （66）1113
住民生活課 （66）1114
保険年金課 （66）1115
健康推進課 （66）1195
福祉しあわせ課
（重層支援センター） （66）1129

こども笑顔課 （66）1618
上下水道課 （66）3084
産業観光課 （66）1118
建設課 （66）2874
会計課 （66）3080
議会事務局 （66）1128

旭総合支所 代表　☎0867 （27） 3111
 　50867 （27） 3670

柵原総合支所 代表　☎0868 （62） 1111
　50868 （62） 7806

教育委員会 代表　☎0868 （66） 2873
 　50868 （66） 3730

教育総務課 （66）2873
生涯学習課 （66）3086

〜14歳 1,200人 10％
15歳〜64歳 6,042人 48％
65歳〜 5,257人 42％

世帯数 5,816世帯（−3）

☎０１２０－０２８－５３３
（通話料無料）

●みさきネットコールセンター専用フリーダイヤル●
インターネット・テレビ・告知放送のことは・・・

☎０８６８－６６－７１６１（通話料有料）
４月１日より受付時間は

6：00～24：00

お知らせ募集

相談
問 住 民 生 活 課☎0868（66）1114
　 旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
　 柵原地域振興課☎0868（62）1111
●なやみごと・行政・心配ごと

相談
◦日時　４月25日㈮
　　　　13：00～16：00
　　　　（受付15：30まで）
◦場所　柵原総合文化センター
◦対象　美咲町に住所を有する

人
◦相談員　人権擁護委員、行政相

談委員、民生委員、身
体障害者相談員、弁護
士

※相談無料、秘密厳守
※弁護士へ相談する際は、利害

関係がある場合など、相談に
応じられない場合がありま
す。

◀月の輪合唱団動画
　「新しい風よ吹け」
　「発掘」他

　月の輪古墳は５世紀初めに作られた円墳です。海抜320
ｍの山の上に築かれた月の輪古墳は、どのようにして発掘
されたのか自分の目で確かめましょう。
　月の輪古墳の発掘は今から72年前に行われました。参
加者の誰もが加わる住民参加の発掘方法が「月の輪方式」
と呼ばれ、高い評価を受けています。
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日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 昭和の日 29 30 5/1 2 憲法記念日 3

みどりの日 4 こどもの日 5 振替休日 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

〇春の三休ウォーキング
（三休公園）
おはなしみさきっず☆ 
（中央図書館）

〇ヨーガ体験講座 
（柵原総合文化センター）

児童手当支給日 ◇通いの場 
（柵原総合文化センター）
〇年金のおはなし 
（中央公民館）
◇健康麻雀教室 
（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（生涯学習センター）
さくらのうた優秀作品展 
（〜21日）	
（生涯学習センター）

こころの健康相談 
（あさひなた）
◇足もみセルフケア講座
（柵原総合文化センター）

〇フラワーアレンジメント講座
（柵原総合文化センター）
〇健康づくり体操講座
（中央公民館）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

〇日本語と文字の文化講座
（柵原総合文化センター）

なやみごと・行政・
心配ごと相談 
（柵原総合文化センター）

図書館ｄｅやってみよう！ 
（中央図書館）
DVD上映会 
（柵原図書館）
〇あなぐま舎で手織り体験
（あなぐま舎）

DVD上映会 
（柵原図書館）

◇健康麻雀教室 
（柵原総合文化センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

〇ノルディックウォーキング教室
（中央運動公園周辺）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（柵原総合文化センター）

おはなしみさきっず☆ 
（中央図書館）
開館２５周年記念イベント 
（柵原図書館）
〇すこやか卓球 
（民話館）

旭図書館・岸田吟香資料室 
リニューアルオープン
開館イベント 
（旭図書館）

役場本庁舎 
リニューアルオープン

〇クラフト講座 
（柵原総合文化センター）
◇オレンジカフェ 
（あさひなた）
こころの健康相談 
（柵原総合文化センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（生涯学習センター）

○ 生涯学習講座　　◇ 美咲ももたろうクラブ行事　　（　）会場

　

暮らしのカレンダー

＜公民館開館時間＞午前８時30分～午後５時　※午後５時～10時は、３日前までの予約で使用可能です。

囲碁体験
５月24日㈯　午後２時30分～４時30分
場　所：旭公民館
講　師：旭囲碁同好会の皆さん　　参加費：200円

～里山学校～inあさひなた
写真で知る　旭の貴重な生きものたち
５月31日㈯　午前10時～11時30分
場　所：あさひなた　視聴覚室
講　師：石原隆志さん、石原八束さん　　参加費：200円

かしわ餅・さくら餅作り講座
①５月20日㈫　午前９時30分～11時30分
場　所：中央公民館
②５月29日㈭　午前９時30分～正午
場　所：柵原総合文化センター
講　師：みさきみんなの台所会
材料費：300円程度　　参加費：200円　　定　員：先着10人

日本語と文字の文化講座
４月24日㈭　午後１時30分～３時30分
場　所：柵原総合文化センター　第４会議室
講　師：矢野康史さん
参加費：200円　　定　員：20人程度

ノルディックウォーキング教室
５月１日㈭　午前10時～11時30分
場　所：中央運動公園周辺（雨天時は中央公民館で歩き方講座）
講　師：NPO法人美咲ももたろうクラブ
参加費：200円　　定　員：10人程度

フラワーアレンジメント講座
４月22日㈫　午前10時～正午
場　所：柵原総合文化センター　第１会議室
講　師：西野精子さん
材料費：1,500円　　参加費：200円　　定　員：10人

町制施行20周年記念講座「年金のおはなし」
４月16日㈬　午前10時～10時45分
場　所：中央公民館　多目的スペース
講　師：高橋俊之さん（元厚生労働省年金局長）
参加費：記念行事につき　無料　　定　員：80人
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

　林業に必要な資格などの取得を希望する人を対象に「美咲町林業資格等取得支援事業補助金」を

令和７年度より創設しました。林業に本格的に取り組む人、技術向上を考えている人はぜひご活用

ください。

【補助対象者】

　町内で林業に従事し、今後も５年以上林業で働く意思のある人

【補助対象経費】

　町が指定する対象資格などの取得に必要な受講料および受験料

※他の補助事業を活用する場合は対象外です。

※対象資格などについてはお問い合わせください。

※同一年度内に複数の資格などを取得しても、上限額までは対象となります。

【補助金の額】

　補助対象経費の２分の１以内、同一年度内で５万円が上限

林業に必要な資格取得の助成制度を開始しました

【申・問】産業観光課　☎０８６８（６６）１１１８　5０８６８（６６）７６２２

江与味八幡宮と社
しゃ
叢
そう※１の大杉・大桧

ひのき
（津山管内銘木百選、町天然記念物） 文

化
に
ふ
れ
る　
ま
ち
歩
き二本杉

随
神
門
桧

江与味八幡宮
社殿

←

至
真
庭
市

石段148段

車
道

※1　社叢…神社の森や神社に茂っている木々。
※2　七柱…「柱（はしら）」は神様を数える単位。 ムクロジ

随神門桧 二本杉

段
で
誠
に
壮
観
で
す
。
移
転
当
時
植

え
ら
れ
た
境
内
の
二
本
杉
、
随ず

い

神し
ん

門も
ん

桧
は
、
樹
齢
推
定
４
６
０
年
。
ム
ク

ロ
ジ
の
木
は
３
０
０
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　（
文
化
財
保
護
委
員
　
大
釡
幸
士
）

　
江
与
味
八
幡
宮
は
、
足

た
ら
し
な
か
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

仲
津
彦
命

を
は
じ
め
、
七
柱
※
２
を
祭
神
と
し

て
長
徳
年
間
（
９
９
５
～
９
９
９

年
）、
東
眼
下
に
旭
川
を
望
む
三さ

ん

鉾ぽ
こ

山や
ま

（
江
与
味
）
に
造
築
。
後
に
、
神

告
に
よ
り
現
在
の
光
山
（
江
与
味
）

に
永
禄
８
年
（
１
５
６
５
年
）、
当

地
の
豪
族
・
富
田
孫
右
衛
門
に
よ
っ

て
移
転
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
の
建
築
様
式
で
、
本
殿

の
屋
根
飾
「
蛙

か
え
る

股ま
た

」
は
、
造
営
当
時

の
も
の
だ
そ
う
で
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。
ま
た
、
急
傾

斜
一
直
線
の
石
段
は
、
実
に
１
４
８

死
亡
届
を
他
の
市
町
村
へ
出
さ
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た
人
で
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告
知
放
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・
新
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報
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の
場
合
は
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前
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。
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役
場
窓
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あ
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す
）
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と
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／
２
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一
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九
九

藤
田
上
　
　
万
代
　
満
子
　
八
五

江
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大
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尚
文
　
八
九
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　織
　
　
桑
元
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吉
ケ
原
　
　

代
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九
一

小

　原
　
　
濱
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美
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七
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吉
ケ
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西
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代
　
九
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西

　幸
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山
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子
　
七
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松
島
　

行
　
八
六
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枝
光
久
仁
夫
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八
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久米郡商工会は、創業する人を応援します。お気軽にご相談ください。

久米郡商工会☎ 0868（66）0033　（66）0442

久米郡商工会は、創業する人を応援します。お気軽にご相談ください。

小規模事業者持続化補助金＜一般型 第17回＞＜創業型 第１回＞
…………………………………………………………………
小規模事業者などが商工会の支援を受けながら取り組む「新たな需要の開拓」
や「生産性向上」に必要な費用の一部が補助されます。申請を検討される場合
は久米郡商工会へお早めにご相談ください。

● 対 象 者：小規模事業者
● 受付締切：６月13日㈮　午後５時［受付開始：５月１日㈭］
● 補助上限：50 ～ 250万円（補助率：２／３～３／４） 一般型 創業型

補助対象 ①機械装置等費／②広報費／③ウェブサイト関連費／④展示会等出展費／
⑤旅費／⑥新商品開発費／⑧借料／⑨委託・外注費

たとえば、こんなことに活用できます！※当補助金の活用にあたっては、
　販路開拓などに資する取り組みである必要があります。

効果的な広告を
デザインしても
らい、印刷して
新聞折り込みに
よる周知など。

自 社 の ホ ー ム
ページを作成し、
ネット販売が可
能な環境を整え
る。

新 商 品 の 包 装
パッケージのデ
ザイン料金。

展示会などに出
展または商談会
に参加するため
の費用。

他にもいろいろ
使えそうだね！

総合型地域スポーツクラブ

広告の内容などにつきましては、直接広告主へお問い合わせください。

至
久
米

お客様のご来店を心から
お待ちしております。

オクデヤ運送本社

美
咲
警
察
署

い
す
ゞ
自
動
車

津
山
営
業
所

国
道
53
号
線

㈱亀甲マイカー
センター㈱亀甲マイカーセンター

TEL（0868）66-0477　FAX（0868）66-1489

車の事ならなんでもお任せ

〒709-3703  久米郡美咲町打穴中1047

至津山

至福渡

我が家の蜂蜜
日本ミツバチ
・採蜜してみたい方連絡下さい
福島完治　携帯　090-3488-4045

有 料 広 告 の ペ ー ジ
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投稿コーナー 頑張りました！
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